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は
じ
め
に

　　

江
戸
幕
府
直
属
の
同
心
で
あ
っ
た
八
王
子
千
人
同
心
（
以
下
千
人
同
心
）
の
身
分
が
株
に
な
り
、
金
銭
で
譲
渡
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
馬

場
憲
一
は
こ
の
株
売
買
証
文
の
検
討
を
行
な
い
、
証
文
を
三
つ
に
分
類
し
た
（
１
）。
一
つ
に
は
養
子
相
続
で
、
馬
場
は
こ
れ
を
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
か
ら
確
認
さ

れ
、「『
名
跡
』
継
承
と
い
う
形
態
が
と
ら
れ
な
が
ら
千
人
同
心
の
身
分
が
金
銭
の
拝
受
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
」、
つ
ま
り
養
子
と
い
う
形
式
を
と
っ
た

事
実
上
の
金
銭
に
よ
る
千
人
同
心
株
の
売
買
と
し
た
。
ま
た
こ
れ
は
近
世
前
期
か
ら
中
期
を
特
徴
づ
け
る
売
買
の
一
形
態
で
あ
る
と
も
し
た
。
二
つ
に
は
由
緒
番

代
で
、
こ
れ
は
「
千
人
同
心
の
身
分
の
名
跡
を
継
ぐ
こ
と
な
く
単
に
金
銭
に
よ
っ
て
売
買
譲
渡
し
て
い
く
形
態
」
で
あ
る
。
時
期
は
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
か

ら
み
ら
れ
、
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
以
降
は
一
例
を
除
い
て
由
緒
番
代
し
か
見
ら
れ
な
い
と
し
た
。
ま
た
幕
末
期
に
は
仮
番
代
と
い
う
由
緒
番
代
が
派
生
す

る
。
三
つ
に
は
俸
禄
米
の
一
部
譲
渡
で
、
こ
れ
は
宝
暦
一
二
年
（
一
七
六
二
）
の
一
例
の
み
で
あ
り
、
変
則
的
な
形
態
で
あ
る
。
つ
ま
り
馬
場
に
あ
っ
て
は
俸
禄

米
の
一
部
譲
渡
を
例
外
と
し
、
概
ね
養
子
相
続
→
由
緒
番
代
り
→
仮
番
代
り
と
時
期
的
に
推
移
し
て
い
っ
た
こ
と
に
な
る
。
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し
か
し
馬
場
の
指
摘
に
は
疑
問
が
存
在
す
る
。
ま
ず
第
一
に
養
子
相
続
と
養
子
相
続
の
形
態
を
と
っ
た
事
実
上
の
千
人
同
心
職
の
売
買
と
が
峻
別
さ
れ
て
い
な

い
点
で
あ
る
。
養
子
相
続
自
体
は
正
徳
五
年
以
前
も
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
し
、
近
世
後
期
に
も
多
く
存
在
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
問
題
は
そ
れ
が
事
実
上

の
売
買
に
当
た
る
か
ど
う
か
で
あ
り
、
こ
の
点
が
馬
場
は
曖
昧
な
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
を
意
識
し
、
単
な
る
養
子
に
よ
る
相
続
を
養
子
相
続
と
し
、
養
子

相
続
の
形
式
を
と
っ
た
事
実
上
の
売
買
を
養
子
番
代
と
い
う
こ
と
に
す
る
。
ま
た
馬
場
が
由
緒
番
代
と
し
た
史
料
に
は
、
由
緒
の
文
言
が
確
認
さ
れ
な
い
も
の
が

あ
る
。
本
稿
で
は
由
緒
の
文
言
が
確
認
さ
れ
る
も
の
の
み
を
由
緒
に
よ
る
売
買
が
行
な
わ
れ
た
と
認
識
し
、
由
緒
番
代
と
称
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

思
う
に
馬
場
の
成
果
に
こ
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
の
は
、
千
人
同
心
の
身
分
を
御
家
人
と
規
定
し
た
こ
と
が
一
因
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
に
よ

り
千
人
同
心
は
御
家
人
株
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
り
、
株
が
い
か
に
生
じ
た
の
か
と
い
う
経
緯
に
対
す
る
検
討
が
な
お
ざ
り
に
な
っ
た
。
本
稿
で
は
千

人
同
心
は
武
家
奉
公
人
で
あ
る
と
認
識
す
る
（
２
）。
高
木
昭
作
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
武
家
奉
公
人
は
武
士
で
は
な
い
（
３
）。
幕
臣
団
は
例
外
と
の
認
識
も
あ
る
よ
う
だ

が
、
八
王
子
千
人
同
心
は
村
に
居
住
し
、
宗
門
人
別
帳
に
苗
字
を
記
す
こ
と
な
く
記
載
さ
れ
る
こ
と
が
原
則
で
あ
っ
た
存
在
で
あ
る
（
４
）。
幕
臣
団
の
な
か
で
極
め
て

例
外
的
と
い
っ
て
い
い
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
他
の
幕
臣
団
の
常
識
か
ら
千
人
同
心
の
存
在
を
規
定
す
る
こ
と
は
適
当
な
対
応
と
は
い
え
な
い
。
な
お
本
稿
で
は
千

人
同
心
の
人
格
的
関
係
が
形
骸
化
し
て
身
分
が
も
っ
て
い
た
特
権
が
顕
在
化
し
、「
財
」
と
し
て
意
識
さ
れ
た
段
階
を
も
っ
て
千
人
同
心
株
と
い
う
制
度
の
成
立

と
し
た
い
。
そ
し
て
「
財
」
と
し
て
の
有
用
性
さ
え
意
識
さ
れ
ず
、
交
換
の
た
め
に
だ
け
所
有
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
も
っ
て
千
人
同
心
株
と
い
う
制
度
の

確
立
と
い
う
こ
と
に
す
る
（
５
）。

　

第
一
章　

八
王
子
千
人
同
心
株
売
買
の
基
礎
的
条
件

　　
　
　
　
　

第
一
節　

八
王
子
千
人
同
心
株
売
買
証
文
の
検
討

　

表
１
は
研
究
史
に
鑑
み
、
千
人
同
心
株
売
買
証
文
と
目
さ
れ
た
種
類
の
史
料
を
筆
者
が
管
見
の
限
り
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
正
徳
五
年
（
一
七
一

五
）
か
ら
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
ま
で
の
三
〇
点
の
史
料
が
確
認
で
き
る
（
６
）。
馬
場
が
指
摘
し
た
通
り
、
千
人
同
心
株
売
買
は
基
本
的
に
は
一
八
世
紀
以
降
の
こ

と
と
し
て
い
い
で
あ
ろ
う
。

　

表
題
を
み
る
と
当
該
証
文
に
お
い
て
は
、
統
一
し
た
表
題
が
存
在
し
な
い
。
こ
こ
か
ら
は
権
力
に
よ
っ
て
形
式
の
統
一
を
要
請
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
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表１　千人同心株売買証文表

番号 年代 表題 譲渡人 被譲渡人 禄高 金額 馬場 理由 備考

1 正徳５年
11月29日 一札之事 内川源内 米山文左衛門 不明 23両 養子 養子 千人頭への願明記、本人病気

2 元文元年
12月25日

相譲申御扶持切
米之事 金子十郎左衛門 宮岡武左衛門 12俵１人扶持 17両 由緒 無記載 本人年寄・忰病気

3 延享２年
閏 12月 譲渡申証文之事 養父八木喜右衛門 八木孫右衛門 33俵２人扶持 110両 未検討 養子 千人頭相続承認、本人病気、

実子なし

4 延享３年
６月 譲証文之事 雨間村諸伝右衛門 牛浜村諸源右衛門 11俵１人扶持 24両２分 養子 無記載 千人頭相続承認、本人年寄・

忰幼年

5 宝暦７年
10月

譲り渡申八王子
千人同心御扶持
切米証文之事

嶋崎仲右衛門 嶋崎斧右衛門 10俵１人扶持 25両 由緒 一家 本人病気・男子なし

6 宝暦 12年
３月 譲証文之事 永野三郎左衛門 宮岡十郎右衛門 ６俵

（18俵の内） 22両２分 俸禄米 無記載 千人頭への願明記、不勝手

7 宝暦 12年
12月

譲り渡申御切米
御扶持方之事

御切米御扶持譲り
主十蔵子春木万吉 野嶋多吉 15俵１人扶持 50両 未検討 養子 千人頭への願明記

8 宝暦 14年
４月

譲り渡申御切米
御扶持方之事

御切米御扶持譲り
主平野平兵衛 河野善次郎 12俵１人扶持 33両 養子 養子 千人頭への願明記、本人病身

9 明和元年
12月 一札之事 西村丈右衛門 西村市郎左衛門 10俵１人扶持 23両 養子 養子

以下千人頭の記載なし、本人
病身、惣領義絶、次男幼年、
親類相応の者なし

10 安永２年
４月 譲証文之事 太田佐助 乙幡市郎右衛門 10俵１人扶持 29両 未検討 無記載 本人病身、男子なく、近き親

類も相応の者なし

11 天明４年
11月 一札之事 米山幸蔵 石川喜兵衛 13俵１人扶持 37両２分 由緒 無記載 本人病身、男子なし、親類相

応の者なし

12 寛政６年
正月

譲渡申御切米御
扶持方之事

中村万吉組同心当
人伊沢馬之助 落合太吉 12俵１人扶持 32両 未検討 由緒 本人病身

13 寛政８年
12月 譲渡申一札之事 石川伊平次 中村安八 11俵１人扶持 26両２分

２朱 由緒 由緒 本人病気・実子なし、親類願
いなし

14 寛政９年
11月

御番代相譲申一
札之事 栗原庄次郎 栗原兵左衛門 20俵１人扶持 56両（実

際47両） 由緒 無記載 本人病気（旅懸奉公不勤）・
実子なし、親類願いなし

15 享和３年
７月 譲証文之事 小谷田市五郎 水島金平 10俵１人扶持 28両 由緒 由緒 本人病気・親類願いなし

16 文化 11年
７月 一札之事 長谷見政五郎 小嶋源之丞 13俵１人扶持 38両 未検討 無記載 本人病身

17 文政８年
５月 一札之事 西村源七 井野倉之助 10俵１人扶持 30両 由緒 由緒 遠縁、本人病身

18 天保５年
３月

千人同心株譲渡
シ申證文之事

（河野伝之丞組同
心高城新兵衛） 上長□村又次郎 12俵１人扶持 40両 未検討 無記載 金子は実子文左衛門が受け取

る、本人老衰

19 天保８年
５月 議定證文之事 平沼善七 平沼佐七 （13俵９升） 61両 未検討 養子 本人病気

20 天保 11年
７月 一札之事 八王子本宿榛沢逸

作 根岸村惣次郎 10俵１人扶持 62両 未検討 無記載 目見金宅見分諸入用・所物入
用、本人病気

21 弘化２年
８月

譲渡申儀定証文
之事 北嶋太市 野口八三郎 18俵１人扶持 85両 由緒 由緒 病癪

22 弘化３年
12月 譲状之事 原半左衛門組森梅

太郎 五十子幸太郎 15俵１人扶持 70両 由緒 由緒 遠類、本人病身、実子なし、
相応の者なし

23 嘉永３年
正月 譲状之事 峯尾□□ 清水茂八郎 19俵１人扶持 100両 由緒 由緒 本人病身、実子なし、親類願

いなし

24 文久元年
９月

譲渡申議定証文
之事 山本粂蔵 大野清次郎 10俵１人扶持 45両 由緒 由緒 本人病身、忰病身、親類願い

なし

25 元治２年
４月 相頼申一札之事 荻原新之助組同心

岡部良蔵
上大久野村肝要八
郎兵衛 14俵１人扶持 1年３両

ずつ 仮番代 無記載 10 年契約、本人病気

26 慶応２年
５月

為取替申対談議
定之事 山上平三郎 幸三郎 （記載なし） 1年４両

２分ずつ 未検討 養子 仮番代、日光番支度金５両、
相応の者なし

27 慶応３年
２月

譲り渡申御奉公
證文之事

明組千人隊御奉公
譲り主河野五郎兵
衛

河野幸三郎 12俵１人扶持 60両 由緒 由緒 相応の者なし

28 慶応４年
４月 約定一札之事 榛沢熊太郎 当人市川初蔵 （記載なし） １年10両

ずつ 未検討 無記載 仮番代

29 明治２年
12月

為取替申対談議
定一札之事

中平井村青木作十
郎

原小宮村白石佐五
右衛門殿 16俵１人扶持 10両 未検討 有縁 印章付、本人病身

30 明治３年
６月 譲り渡申一札之事 小池忠右衛門 無記載 10俵１人扶持 14両２分 未検討 無記載 印章付、本人病身、相応の者

なし
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千
人
同
心
株
売
買
証
文
の
性
質
が
読
み
取
れ
よ
う
。
あ
く
ま
で
も
当
事
者
間
の
関
係
が
前
提
な
の
で
あ
る
。
ま
た
「
株
」
と
い
う
表
現
が
予
想
外
に
み
ら
れ
な
い

と
い
う
こ
と
も
表
題
の
特
徴
で
あ
る
。
18
の
一
例
の
み
で
あ
る
。

　

譲
渡
人
は
千
人
同
心
株
を
譲
渡
し
た
人
物
、
被
譲
渡
人
は
千
人
同
心
株
を
譲
渡
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
被
譲
渡
人
が
譲
渡
後
に
千
人
同
心
に
就
任

す
る
こ
と
に
な
る
。
禄
高
は
最
低
六
俵
か
ら
最
高
三
三
俵
二
人
扶
持
ま
で
で
あ
る
。
金
額
は
最
低
一
七
両
で
最
高
一
一
〇
両
、
禄
高
を
無
視
し
て
平
均
す
る
と
四

〇
両
強
で
あ
る
（
25
・
26
・
28
は
支
払
が
特
殊
な
の
で
平
均
か
ら
は
除
外
し
た
）。
金
額
は
ゆ
る
や
か
に
上
昇
し
て
い
き
、
幕
末
に
下
落
す
る
と
は
大
雑
把
に
は

い
え
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
19
か
ら
23
ま
で
は
六
〇
両
を
下
ら
ず
、
一
八
三
〇
年
代
末
か
ら
一
八
四
〇
年
代
末
前
後
は
千
人
同
心
株
が
最
も
高
騰
し
た
時
期
だ
と
考

え
ら
れ
る
。
幕
末
に
な
る
と
支
払
方
法
そ
の
も
の
が
変
更
さ
れ
る
。

　

番
代
の
理
由
を
み
る
と
ほ
と
ん
ど
の
場
合
本
人
の
病
気
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
息
子
が
不
在
、
も
し
く
は
跡
を
継
げ
な
い
旨
が
書
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

事
例
に
よ
っ
て
は
親
類
に
相
応
の
者
が
い
な
い
。
親
類
の
者
か
ら
跡
を
継
ぎ
た
い
と
い
う
希
望
が
な
い
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
千
人
同
心
の
跡

は
息
子
が
継
ぐ
こ
と
が
最
も
望
ま
し
く
、
次
い
で
親
類
が
継
ぐ
こ
と
が
希
望
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
親
類
と
は
ど
こ
ま
で
の
親
等
を
指
す
の
で
あ
ろ
う

か
。
後
に
考
え
た
い
。

　

馬
場
の
千
人
同
心
株
売
買
の
分
類
と
実
際
に
史
料
に
記
さ
れ
て
い
る
理
由
も
掲
げ
た
。「
馬
場
」
と
あ
る
の
は
先
述
の
馬
場
憲
一
の
分
類
で
あ
り
、「
理
由
」
は

筆
者
が
考
察
し
た
番
代
の
理
由
で
あ
る
。「
未
検
討
」
と
は
馬
場
が
検
討
し
て
い
な
い
史
料
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
史
料
に
明
確
に
理
由
が
記
さ
れ
て
い
な
い
場

合
は
「
無
記
載
」
と
し
た
。
馬
場
は
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
の
２
を
由
緒
番
代
り
と
し
た
。
つ
ま
り
由
緒
番
代
り
は
普
遍
的
に
存
在
し
た
と
し
た
が
、
実
際
に

は
「
由
緒
」
と
い
う
文
言
が
最
初
に
出
て
く
る
の
は
12
の
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
も
後
述
し
た
い
。

　

29
の
「
有
縁
」
を
「
由
緒
」
に
含
む
と
考
え
れ
ば
、「
養
子
」
と
「
由
緒
」・「
無
記
載
」
以
外
は
「
一
家
」
し
か
確
認
さ
れ
な
い
。
先
述
の
よ
う
に
研
究
史
に

お
い
て
は
「
養
子
」
と
「
由
緒
」
が
強
調
さ
れ
て
き
た
が
、「
無
記
載
」
も
多
く
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
表
１
で
も
12
点
確
認
で
き
る
。
決
し
て
無
視
し

て
い
い
数
字
で
は
な
い
。
そ
し
て
「
一
家
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
５
は
、
こ
の
表
に
ま
と
め
ら
れ
た
史
料
の
な
か
で
唯
一
印
鑑
が
押
さ
れ
て
い
な
い
史
料
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
「
無
記
載
」
や
「
一
家
」
を
含
め
て
千
人
同
心
の
番
代
を
ト
ー
タ
ル
に
説
明
す
る
こ
と
が
本
稿
の
課
題
で
あ
る
。

　

備
考
に
は
番
代
に
関
す
る
千
人
頭
の
対
応
を
記
し
て
お
い
た
。
８
ま
で
は
２
・
５
を
除
い
て
千
人
頭
へ
番
代
の
願
を
出
す
こ
と
、
も
し
く
は
許
可
を
得
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
。
５
は
先
述
し
た
理
由
で
こ
の
種
の
記
載
が
な
く
て
も
当
然
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
考
え
る
と
８
が
作
成
さ
れ
た
宝
暦
一
四
年
（
一
七
六
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）
ま
で
は
基
本
的
に
は
千
人
同
心
の
番
代
に
当
た
っ
て
は
千
人
頭
の
許
可
が
必
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

な
お
表
１
の
６
の
史
料
は
「
俸
禄
米
の
一
部
譲
渡
」
と
し
て
研
究
史
上
千
人
同
心
株
売
買
証
文
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
史
料
自
体
は
大
変
興
味

深
い
が
、
他
の
史
料
と
同
列
に
扱
う
の
は
望
ま
し
く
な
く
、
派
生
的
な
存
在
と
し
て
別
稿
を
期
し
た
い
。

　　
　
　
　
　

第
二
節　

千
人
同
心
の
由
緒
と
相
続

　

表
２
は
確
認
で
き
た
八
王
子
千
人
同
心
の
由
緒
書
か
ら
、
千
人
同
心
の
家
系
の
初
代
が
何
時
か
ら
千
人
同
心
に
就
任
し
た
か
を
、
一
〇
年
刻
み
に
示
し
た
も
の

で
あ
る
。
由
緒
書
に
つ
い
て
筆
者
は
一
三
一
家
の
千
人
同
心
家
の
由
緒
書
を
確
認
し
た
（
７
）。
由
緒
書
が
作
成
さ
れ
た
時
期
は
最
も
古
い
も
の
で
安
永
九
年
（
一
七
八

〇
）
二
月
で
あ
り
、
最
も
新
し
い
も
の
は
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
一
二
月
で
あ
る
。
平
均
的
に
は
残
っ
て
お
ら
ず
、
近
世
後
期
は
サ
ン
プ
ル
数
が
足
り
な
い
こ

と
は
否
め
な
い
事
実
で
あ
る
。

　

千
人
同
心
は
天
正
一
〇
年
（
一
五
八
二
）、
天
正
一
九
年
（
一
五
九
一
）、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
の
三
回
に
わ
た
っ
て
段
階
的
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
。
表

２
の
一
五
八
〇
年
代
、
一
五
九
〇
年
代
、
一
六
〇
〇
年
代
の
「
成
立
」
に
記
し
た
15
、
２
、
４
は
、
い
ず
れ
も
こ
の
年
に
就
任
し
た
千
人
同
心
で
あ
る
。
初
代
で

あ
る
た
め
当
然
番
代
の
続
柄
は
し
な
い
。

　

一
六
一
〇
年
代
に
は
新
し
い
千
人
同
心
は
確
認
で
き
な
い
。
一
六
二
〇
年
代
に
は
新
し
く
千
人
同
心
に
な
っ
た
家
が
２
件
確
認
で
き
る
。
こ
れ
は
従
来
千
人
同

心
だ
っ
た
家
か
ら
譲
渡
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
由
緒
書
に
は
譲
渡
人
と
被
譲
渡
人
の
続
柄
が
記
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。「
従
弟
」・「
従
弟
違
」・「
又
従
弟
」

で
あ
る
。
ま
た
続
柄
が
な
く
由
緒
を
も
っ
て
譲
渡
し
た
と
い
う
趣
旨
が
あ
っ
た
場
合
は
「
由
緒
」
に
カ
ウ
ン
ト
し
た
。
両
者
の
関
係
を
示
す
記
述
が
な
い
場
合
は

「
不
明
」
に
し
た
。
実
子
や
養
子
へ
番
代
し
た
場
合
は
家
系
が
変
わ
っ
た
と
認
識
さ
れ
な
い
の
で
、
こ
の
表
に
は
加
算
さ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
養
子
番
代
は
反

映
さ
れ
て
い
な
い
。
実
子
・
養
子
・
弟
・
孫
（
例
外
的
に
父
親
）
へ
の
番
代
は
「
直
系
番
代
」
と
い
う
こ
と
に
す
る
。

　

被
譲
渡
者
の
性
格
を
み
て
指
摘
で
き
る
こ
と
は
又
従
弟
の
多
さ
と
由
緒
の
少
な
さ
で
あ
る
。
又
従
弟
は
全
部
で
58
件
確
認
で
き
る
。
従
弟
は
４
件
、
従
弟
違
は

７
件
で
こ
れ
ら
は
例
外
的
な
も
の
で
あ
り
、
親
族
内
で
の
相
続
は
又
従
弟
が
圧
倒
的
だ
っ
た
と
い
っ
て
い
い
で
あ
ろ
う
。
も
う
一
点
の
由
緒
番
代
は
先
述
の
よ
う

に
研
究
史
上
大
変
重
要
視
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
由
緒
書
を
み
る
と
一
八
一
〇
年
代
に
な
ら
な
い
と
確
認
で
き
ず
、
全
体
で
４
件
し
か
判
明
し
な
い
。
た
だ
由
緒

番
代
が
現
れ
た
こ
の
年
代
か
ら
又
従
弟
以
下
の
親
族
に
対
す
る
番
代
が
完
全
に
消
滅
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
点
は
先
述
し
た
由
緒
書
の
残
存
状
況
に
も
起
因

  表２　千人同心由緒書表

年代 成立 従弟 従弟違 又従弟 由緒 不明 総件数
1580 年代 15 ― ― ― ― ― 15
1590 年代 2 ― ― ― ― ― 2
1600 年代 4 ― ― ― ― ― 4
1610 年代 ― 0 0 0 0 0 0
1620 年代 ― 0 1 0 0 1 2
1630 年代 ― 0 0 0 0 0 0
1640 年代 ― 0 0 2 0 6 8
1650 年代 ― 0 0 2 0 4 6
1660 年代 ― 0 0 4 0 1 5
1670 年代 ― 1 0 2 0 1 4
1680 年代 ― 0 0 0 0 2 2
1690 年代 ― 0 0 3 0 1 4
1700 年代 ― 0 1 3 0 1 5
1710 年代 ― 0 0 3 0 0 3
1720 年代 ― 1 0 3 0 1 5
1730 年代 ― 0 0 8 0 1 9
1740 年代 ― 0 0 5 0 2 7
1750 年代 ― 1 2 2 0 1 6
1760 年代 ― 1 1 2 0 0 4
1770 年代 ― 0 1 9 0 1 11
1780 年代 ― 0 1 3 0 1 5
1790 年代 ― 0 0 5 0 1 6
1800 年代 ― 0 0 1 0 1 2
1810 年代 ― 0 0 1 1 1 3
1820 年代 ― 0 0 0 0 0 0
1830 年代 ― 0 0 0 0 0 0
1840 年代 ― 0 0 0 1 0 1
1850 年代 ― 0 0 0 3 2 5
1860 年～ ― 0 0 0 0 0 0
年代不明 ― 0 0 0 0 7 7
合計 21 4 7 58 5 36 131
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す
る
の
で
、
後
で
別
な
角
度
か
ら
考
察
し
た
い
が
、
そ

の
前
に
一
点
だ
け
確
認
し
て
お
き
た
い
。
又
従
弟
と

い
っ
た
親
族
関
係
を
示
す
言
葉
は
千
人
同
心
株
売
買
証

文
に
は
記
載
さ
れ
な
い
。
従
来
の
研
究
史
は
売
買
証
文

を
中
心
に
検
討
さ
れ
た
た
め
、
親
族
関
係
と
い
う
論
点

は
死
角
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
は
御
家
人
株
に
関
す

る
研
究
で
も
同
様
と
い
え
よ
う
。
こ
の
点
を
本
稿
で
は

留
意
し
た
い
。

　

こ
こ
で
由
緒
書
の
虚
偽
性
に
関
す
る
認
識
に
つ
い
て

述
べ
て
お
き
た
い
。
一
般
論
か
ら
い
っ
て
も
由
緒
書
に

記
載
さ
れ
た
事
実
が
、
す
べ
て
史
実
と
は
い
え
な
い
。

ま
し
て
相
続
に
関
し
て
は
公
儀
は
血
縁
を
重
視
し
た
た

め（８
）、

又
従
弟
で
あ
っ
て
も
同
族
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て

お
く
方
が
有
利
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
（
９
）。
確
か
に

由
緒
書
に
記
さ
れ
た
又
従
弟
な
ど
血
縁
を
表
す
記
載
が

す
べ
て
事
実
と
は
断
言
で
き
な
い
。
し
か
し
筆
者
は
以

下
に
述
べ
る
理
由
に
よ
り
、
一
程
度
の
事
実
性
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

　

全
国
的
に
武
家
奉
公
人
を
分
析
し
た
磯
田
道
史
は
、
一
七
世
紀
に
お
け
る
足
軽
の
召
し
抱
え
は
、
身
長
制
限
な
ど
の
身
体
的
特
徴
を
重
視
す
る
一
代
抱
え
が
一

般
的
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
「
養
子
」
の
よ
う
な
血
縁
擬
制
や
「
看
抱
」
と
呼
ば
れ
る
株
譲
渡
の
制
度
が
発
展
し
て
い
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
「
藩
主
導
の
個

人
能
力
重
視
の
選
抜
方
式
か
ら
、
足
軽
が
相
対
で
株
を
売
買
・
譲
渡
し
て
後
任
候
補
を
き
め
、
事
後
的
に
藩
に
承
認
さ
せ
る
方
式
に
変
化
」
し
て
い
っ
た
）
（1
（

。
こ
の

表２　千人同心由緒書表

年代 成立 従弟 従弟違 又従弟 由緒 不明 総件数
1580 年代 15 ― ― ― ― ― 15
1590 年代 2 ― ― ― ― ― 2
1600 年代 4 ― ― ― ― ― 4
1610 年代 ― 0 0 0 0 0 0
1620 年代 ― 0 1 0 0 1 2
1630 年代 ― 0 0 0 0 0 0
1640 年代 ― 0 0 2 0 6 8
1650 年代 ― 0 0 2 0 4 6
1660 年代 ― 0 0 4 0 1 5
1670 年代 ― 1 0 2 0 1 4
1680 年代 ― 0 0 0 0 2 2
1690 年代 ― 0 0 3 0 1 4
1700 年代 ― 0 1 3 0 1 5
1710 年代 ― 0 0 3 0 0 3
1720 年代 ― 1 0 3 0 1 5
1730 年代 ― 0 0 8 0 1 9
1740 年代 ― 0 0 5 0 2 7
1750 年代 ― 1 2 2 0 1 6
1760 年代 ― 1 1 2 0 0 4
1770 年代 ― 0 1 9 0 1 11
1780 年代 ― 0 1 3 0 1 5
1790 年代 ― 0 0 5 0 1 6
1800 年代 ― 0 0 1 0 1 2
1810 年代 ― 0 0 1 1 1 3
1820 年代 ― 0 0 0 0 0 0
1830 年代 ― 0 0 0 0 0 0
1840 年代 ― 0 0 0 1 0 1
1850 年代 ― 0 0 0 3 2 5
1860 年～ ― 0 0 0 0 0 0
年代不明 ― 0 0 0 0 7 7
合計 21 4 7 58 5 36 131
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点
に
鑑
み
れ
ば
千
人
同
心
株
の
成
立
は
相
続
に
対
す
る
主
導
権
を
千
人
頭
か
ら
千
人
同
心
へ
移
行
さ
せ
る
上
で
、
与
っ
て
力
が
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
な

お
磯
田
に
よ
れ
ば
足
軽
が
後
継
者
の
主
導
権
を
得
た
と
い
っ
て
も
そ
れ
は
世
襲
化
に
は
繋
が
ら
ず
、
む
し
ろ
他
人
に
株
が
譲
渡
さ
れ
る
傾
向
が
強
い
と
し
た
。
こ

の
点
も
千
人
同
心
株
を
考
察
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

　

千
人
同
心
に
話
を
戻
そ
う
。
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
千
人
頭
石
坂
勘
兵
衛
は
千
人
同
心
に
欠
員
が
生
じ
た
場
合
は
、
千
人
同
心
の
「
子
弟
」
で
補
う
と
し

た
）
（（
（

。
石
坂
は
千
人
同
心
の
相
続
を
子
弟
か
ら
選
べ
と
い
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
欠
員
を
「
子
弟
」
か
ら
選
ぶ
と
い
う
動
向
は
「
子
弟
」
の
地
位
を
高
め
、
相
続

に
際
し
て
も
「
子
弟
」
か
ら
選
ば
れ
る
動
向
が
生
ま
れ
た
と
仮
定
で
き
る
。
少
な
く
と
も
欠
員
を
「
子
弟
」
か
ら
選
ぶ
こ
と
を
千
人
頭
が
謳
っ
た
以
上
、
相
続
に

際
し
て
も
「
子
弟
」
を
対
象
と
す
る
こ
と
を
拒
否
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
。

　

で
は
「
子
弟
」
と
は
な
ん
だ
ろ
う
。
後
年
の
も
の
だ
が
、
千
人
同
心
の
「
親
類
書
・
遠
類
書
」
を
み
る
と
、

親
類
に
は
叔
父
・
伯
母
・
従
弟
・
従
弟
妹
が
名
を
連
ね
て
い
る
の
に
対
し
、「
遠
類
書
」
に
は
大
叔
父
・
大
叔

母
・
従
弟
違
・
又
従
弟
が
記
さ
れ
て
い
る
。
千
人
同
心
の
場
合
「
子
弟
」
は
遠
類
、
つ
ま
り
従
弟
違
ま
で
は
入

る
と
し
た
方
が
表
２
と
整
合
性
が
と
れ
る
。
従
弟
違
と
は
「
父
母
の
い
と
こ
」
を
指
し
、「
又
従
弟
」
と
は

「
父
母
の
い
と
こ
の
子
」
を
指
す
）
（1
（

。
か
な
り
広
範
囲
な
概
念
で
あ
る
。
千
人
同
心
を
他
家
に
相
続
さ
せ
る
場

合
、
本
人
が
親
類
を
相
談
す
る
こ
と
が
千
人
同
心
株
売
買
証
文
に
明
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
う
な
れ
ば
親

類
に
適
任
者
が
い
な
け
れ
ば
遠
類
に
話
が
持
ち
込
ま
れ
る
の
は
自
然
な
流
れ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
江
戸
時
代

の
通
婚
圏
が
狭
か
っ
た
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
又
従
弟
が
比
較
的
近
所
に
居
住
し
て
い
る
確
率
は
高
か
っ
た
は
ず

で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
由
緒
書
の
記
載
は
全
て
信
用
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
形
式
的
に
又
従
弟
と
し
た
事
例
も

あ
っ
た
ろ
う
が
、
千
人
同
心
の
欠
員
を
又
従
弟
で
補
う
こ
と
を
千
人
頭
が
公
認
し
て
い
た
点
、
実
際
に
又
従
弟

が
相
続
す
る
蓋
然
性
が
高
か
っ
た
点
を
考
慮
し
、
由
緒
書
に
記
さ
れ
て
い
る
記
述
も
一
程
度
の
信
憑
性
を
も
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
『
千
人
頭
月
番
日
記
』
に
は
千
人
同
心
の
昇
進
や
降
格
・
相
続
等
に
つ
い
て
千
人
頭
が
審
議
し
、
そ
の
結
果

表３　番代類型別表

年齢 直系番代 従弟番代 由緒番代
14 歳以下
15 ～ 19 19 2
20 ～ 25 14 2
26 ～ 30 13 4
31 ～ 35 10 1
36 ～ 40 5 1 1
41 ～ 45 4 2
46 ～ 50 2 1 2
51 ～ 55 1 1
56 ～ 60
61 ～ 65
66 ～ 70 2

合計 70 2 15
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一
五
六

が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
一
二
月
か
ら
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
四
月
ま
で
の
月
番
日
記
が
断
続
的
に
残
さ
れ
て
い
る
）
（1
（

。
こ
の
史
料
を
分

析
し
た
も
の
が
表
３
で
あ
る
。
つ
ま
り
表
３
は
由
緒
書
で
は
死
角
に
な
っ
て
い
た
一
九
世
紀
の
状
況
が
反
映
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。「
直
系
番
代
」
は
忰
・
養
子
・

弟
・
孫
・
父
へ
の
相
続
を
意
味
し
て
い
る
。
弟
を
養
子
に
し
て
相
続
さ
せ
る
と
い
う
事
例
も
存
在
す
る
。
年
齢
は
15
～
19
歳
が
最
も
多
く
19
人
で
あ
り
、
年
齢
が

上
る
に
つ
れ
て
漸
次
減
少
し
て
い
く
。
70
歳
代
の
二
人
は
子
か
ら
父
へ
相
続
さ
れ
た
事
例
で
あ
り
、
例
外
的
な
も
の
で
あ
る
。「
従
弟
番
代
」
も
２
件
確
認
で
き

る
。「
従
弟
番
代
」
は
「
由
緒
番
代
」
と
は
峻
別
さ
れ
た
概
念
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
指
摘
し
て
お
き
た
い
。「
由
緒
番
代
」
も
15
件
確
認
で
き
る
。
一

番
多
い
年
齢
は
26
～
30
歳
で
あ
り
、「
直
系
番
代
」
よ
り
年
齢
が
高
い
。
こ
れ
は
「
由
緒
番
代
」
に
は
多
額
の
金
銭
が
必
要
に
な
る
の
で
、
あ
る
程
度
経
済
力
が

つ
い
た
年
齢
で
な
い
と
不
可
能
だ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
表
３
は
概
ね
一
九
世
紀
の
事
例
で
あ
る
が
、
従
弟
番
代
を
直
系
番
代
と
考
え
れ
ば
こ
の
時
期
の
番
代
は

直
系
番
代
と
由
緒
番
代
の
二
つ
に
絞
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
先
述
の
よ
う
に
一
八
世
紀
に
は
又
従
弟
へ
の
番
代
が
中
心
で
あ
り
、
由
緒
番
代
は
一
点
も
確
認
で
き

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
推
移
も
整
合
的
に
説
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

第
二
章　

養
子
相
続
か
ら
養
子
番
代
へ

　　
　
　
　
　

第
一
節　

養
子
番
代
の
淵
源

　

本
章
で
は
養
子
番
代
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
ま
ず
表
１
①
の
史
料
を
み
て
み
よ
う
）
（1
（

。

　
【
史
料
１
】

　
　
　
　
　
　
　

一
札
之
事

一
、
我
等
儀
病
身
ニ
付
御
奉
公
難
相
勤
候
ニ
付
、
此
度
貴
殿
養
子
ニ
仕
、
跡
式
相
渡
シ
可
申
と
内
相
談
相
極
メ
申
候
、
然
共
年
内
余
月
無
之
ニ
付
、
来
春
ニ
罷

成
、
御
頭
様
江
可
奉
願
候
、
然
ル
処
ニ
当
暮
仕
廻
兼
申
候
ニ
付
、
敷
金
弐
拾
三
両
之
内
只
今
三
両
請
取
申
候
、
来
春
御
頭
様
江
跡
式
貴
殿
へ
奉
願
被
仰
出
候

ハ
ヽ
残
金
弐
拾
三
両
之
内
ニ
而
我
等
借
り
置
候
連
判
借
并
無
尽
掛
金
等
御
積
り
次
第
引
落
残
金
勘
定
次
第
御
望
次
第
以
証
文
請
取
相
済
可
申
、
万
々
一

　

御
頭
様
御
前
相
済
不
申
候
ハ
ヽ
来
正
月
扶
持
よ
り
春
夏
冬
三
度
御
切
米
其
方
へ
相
渡
シ
可
申
候
間
、
御
請
取
可
被
成
候
、
□（虫
□損）之
義
申
間
敷
候
、
為
後
日
之
我

等
証
人
ニ
罷
成
候
、
仍
如
件
、
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内　

川　

源　

内
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荻
原
小
五
郎
様
組
証
人

　
　
　
　

正
徳
五
年
未
ノ
十
一
月
廿
九
日 

五
兵
衛
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
横
丁
ニ
而
証
人　

庄
三
郎
（
印
）

　
　
　
　
　

米
山
文
左
衛
門
殿

　　
【
史
料
１
】
は
独
特
な
内
容
を
持
つ
も
の
で
、
以
下
の
史
料
の
ど
れ
と
も
違
っ
て
い
る
。
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
千
人
同
心
内
川
源
内
が
病
気
の
た
め
奉
公

が
で
き
な
く
な
り
、
米
山
文
左
衛
門
と
い
う
人
物
に
「
跡
式
」
を
譲
る
と
い
う
内
相
談
を
し
て
話
を
ま
と
め
た
。
し
か
し
千
人
頭
へ
の
願
は
年
末
の
た
め
翌
年
に

行
な
う
こ
と
に
し
た
。
年
頭
に
千
人
頭
に
願
を
出
し
、
二
月
の
奉
公
の
切
替
時
に
新
し
く
千
人
同
心
に
就
任
す
る
と
い
う
手
順
で
あ
ろ
う
か
。
と
に
か
く
こ
の
よ

う
な
記
載
は
こ
れ
以
後
の
証
文
に
は
で
て
来
な
い
。

　

し
か
し
「
当
暮
仕
廻
兼
」、
年
が
越
せ
な
い
た
め
に
「
敷
金
」
二
三
両
の
内
三
両
を
前
も
っ
て
内
川
は
受
け
取
っ
た
の
で
あ
る
。「
当
暮
仕
廻
兼
」
と
い
う
切
羽

詰
ま
っ
た
表
現
も
こ
の
後
の
史
料
に
は
み
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。「
敷
金
」
は
「
婚
姻
の
際
の
持
参
金
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
）
（1
（

、
こ
こ
で
は
養
子
に
入
る
際
の

持
参
金
と
解
釈
で
き
よ
う
。
こ
の
持
参
金
二
三
両
は
「
我
等
借
り
置
候
連
判
借
并
無
尽
掛
金
等
」
な
ど
と
清
算
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
既
に
三
両
は
前

借
し
て
い
る
の
で
引
当
金
は
二
〇
両
に
な
る
。
な
お
相
続
に
関
し
て
千
人
頭
の
拒
否
が
現
実
の
も
の
と
し
て
切
実
に
考
慮
さ
れ
て
い
る
の
も
こ
の
【
史
料
１
】
の

み
で
あ
る
。
他
の
史
料
は
千
人
頭
の
存
在
を
記
し
て
い
る
場
合
で
も
比
較
的
形
式
的
な
も
の
で
あ
る
。
千
人
頭
の
相
続
へ
の
干
渉
は
次
第
に
形
骸
化
し
て
い
っ
た

と
思
わ
れ
る
。

　
「
連
判
借
」
と
は
浅
草
の
札
差
か
ら
同
じ
千
人
頭
の
組
の
者
と
連
判
し
て
借
り
た
借
金
で
あ
る
。
源
七
が
い
く
ら
借
り
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
元
禄
一
二

年
（
一
六
九
九
）
の
千
人
頭
中
村
組
の
事
例
で
は
連
判
借
は
一
五
両
で
あ
る
）
（1
（

。
こ
の
外
に
も
「
無
尽
掛
金
等
」
が
あ
る
の
だ
か
ら
源
七
の
手
許
に
は
い
く
ら
も
残

ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
逆
に
い
え
ば
源
七
は
そ
れ
だ
け
経
済
的
に
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
【
史
料
１
】
の
証
人
と
し
て
五
兵
衛
・
庄
三
郎
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
少
な
く
と
も
五
兵
衛
は
「
荻
原
小
五
郎
様
組
」
な
の
だ
か
ら
千
人
同
心
で
あ
る
こ
と
は
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一
五
八

間
違
い
な
い
。
筆
者
は
先
稿
で
近
世
前
期
に
は
千
人
同
心
は
苗
字
を
名
乗
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
と
指
摘
し
た
が
）
（1
（

、
こ
れ
は
そ
の
証
左
で
あ
る
。

　

で
は
【
史
料
１
】
の
意
味
は
何
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
は
こ
の
時
点
で
は
千
人
同
心
株
と
い
う
概
念
は
成
立
し
て
い
な
い
と
考
え
る
。
源
七
は
年
も
越
せ
な

い
ほ
ど
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
た
。
何
と
し
て
も
金
が
欲
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
文
左
衛
門
を
養
子
に
入
る
こ
と
を
条
件
に
二
三
両
も
の
大
金
を
出
さ

せ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
文
左
衛
門
が
是
が
非
で
も
千
人
同
心
に
な
り
た
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
千
人
頭
の
了
解
が
得
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
不
明
だ

か
ら
で
あ
る
。
文
左
衛
門
の
行
為
は
む
し
ろ
困
窮
し
た
源
七
に
対
す
る
扶
助
と
い
う
性
格
が
窺
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
馬
場
は
こ
の
史
料
に
つ
い
て
「
千

人
同
心
の
身
分
が
金
銭
の
拝
受
に
よ
っ
て
譲
渡
さ
れ
て
い
っ
た
」
と
評
価
し
た
が
、
不
当
で
あ
ろ
う
。
こ
の
【
史
料
１
】
は
単
に
持
参
金
を
持
っ
て
養
子
に
入
る

事
例
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
養
子
相
続
の
形
骸
化
を
示
す
色
彩
は
な
い
。
従
っ
て
【
史
料
１
】
は
千
人
同
心
株
売
買
証
文
と
は
い
え
な
い
。
た
だ
持
参
金
を

持
っ
て
養
子
に
入
る
と
い
う
慣
習
が
、
養
子
番
代
の
淵
源
で
あ
る
と
は
い
え
よ
う
。
源
内
と
文
左
衛
門
が
ど
の
よ
う
な
関
係
だ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
点

は
他
の
史
料
を
分
析
し
類
推
す
る
し
か
な
い
。【
史
料
２
】（
表
１
②
）
を
み
て
み
よ
う
）
（1
（

。

　
【
史
料
２
】

　
　
　
　
　
　

相
譲
申
御
扶
持
切
米
之
事

　
　

一　

私
儀
年
寄
御
奉
公
相
勤
り
不
申
、
其
上
忰
儀
病
身
ニ
而
跡
目
相
続
致
候
体
ニ
無
之
候
間
、
其
段
申
上
、
貴
殿
江
御
奉
公
相
譲
り
御
切
米
高
拾
弐
俵
壱
人

扶
持
相
渡
申
所
実
正
也
、
私
方
扶
助
金
と
し
て
新
金
拾
七
両
給
之
慥
ニ
請
取
申
候
、
然
上
者
右
御
扶
持
切
米
相
譲
り
申
候
、
御
切
米
御
扶
持
方
ニ
掛
り
候

借
金
等
一
切
出
入
無
之
候
、
勿
論
御
給
分
之
儀
諸
親
類
方
よ
り
一
言
之
違
乱
申
も
の
無
之
候
、
為
其
親
類
加
判
を
以
譲
り
証
文
相
渡
申
所
仍
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
扶
持
切
米
渡
主

　
　
　
　

元
文
元
年
辰
十
二
月
廿
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
子
十
郎
左
衛
門
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
郎
左
衛
門
世
悴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

六
郎
兵
衛
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

親
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
井　

権
右
衛
門
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
判
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尾
兼　

治
部
八　

（
印
）

　
　
　
　
　

宮
岡
武
左
衛
門
殿

　　

こ
の
史
料
は
武
蔵
国
多
摩
郡
大
久
野
村
（
日
の
出
町
）
の
千
人
同
心
宮
岡
家
に
伝
来
し
た
史
料
で
あ
る
。
馬
場
は
こ
の
史
料
を
由
緒
番
代
の
史
料
と
し
た
が
ど

こ
に
も
由
緒
と
い
う
文
言
は
出
て
こ
な
い
。
内
容
は
金
子
十
郎
左
衛
門
が
高
齢
に
な
り
、
忰
は
病
身
で
あ
る
た
め
、
宮
岡
武
左
衛
門
に
千
人
同
心
職
を
譲
る
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
は
「
諸
親
類
方
よ
り
一
言
之
違
乱
申
も
の
無
之
候
」
と
親
類
の
承
認
が
強
調
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。「
親
類
」
が
押
印
し
て
い

る
の
も
番
代
に
お
け
る
親
類
の
存
在
の
大
き
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。
千
人
同
心
が
番
代
す
る
場
合
、
ま
ず
忰
が
候
補
に
な
り
、
支
障
が
あ
る
と
親
類
が
候
補
に
な

る
。【
史
料
２
】
で
は
悴
の
六
郎
兵
衛
も
自
ら
「
御
奉
公
相
譲
」
る
こ
と
を
承
認
し
、
親
類
も
そ
の
旨
を
承
認
し
て
い
る
。
で
は
奉
公
を
譲
ら
れ
る
宮
岡
武
左
衛

門
と
は
ど
の
よ
う
な
人
物
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

宮
岡
家
に
は
由
緒
書
が
残
存
し
て
い
る
）
（1
（

。
こ
れ
に
よ
れ
ば
武
左
衛
門
（
由
緒
書
で
は
十
郎
左
衛
門
）
と
十
郎
左
衛
門
は
又
従
弟
の
関
係
に
あ
た
る
。
つ
ま
り
親

類
に
適
格
者
が
い
な
い
場
合
は
又
従
弟
へ
の
譲
渡
が
検
討
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
前
者
が
後
者
に
譲
渡
し
た
金
は
「
扶
助
金
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ

と
に
注
目
さ
れ
た
い
。
こ
れ
は
病
身
の
た
め
に
千
人
同
心
を
息
子
に
譲
渡
で
き
ず
に
困
っ
て
い
る
イ
エ
に
対
す
る
同
族
の
扶
助
と
す
る
の
が
素
直
な
解
釈
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。【
史
料
１
】
に
つ
い
て
は
譲
渡
人
と
被
譲
渡
人
の
続
柄
は
不
明
で
あ
る
が
、
否
定
す
る
要
素
も
な
く
、
同
族
で
あ
る
と
仮
定
し
て
お
く
。
つ
ま
り

【
史
料
１
・
２
】
は
困
難
を
抱
え
た
家
に
対
す
る
同
族
団
の
扶
助
が
本
質
で
あ
り
、
そ
れ
に
千
人
同
心
職
が
利
用
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。
千
人
同
心
株
と
い
う
概

念
は
ま
だ
成
立
し
て
お
ら
ず
、
従
っ
て
【
史
料
１
・
２
】
は
千
人
同
心
株
売
買
証
文
と
は
い
え
な
い
。【
史
料
３
】（
表
１
④
）
は
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
の
武

蔵
国
多
摩
郡
雨
間
村
（
あ
き
る
野
市
）
諸
伝
右
衛
門
が
牛
沼
村
諸
源
右
衛
門
に
番
代
し
た
史
料
で
あ
る
）
11
（

。

　
【
史
料
３
】

　
　
　
　
　

譲
証
文
之
事

　
　

一
我
等
儀
拾
壱
俵
壱
人
扶
持
ニ
而
千
人
同
心
勤
来
候
処
、
当
春
よ
り
俄
病
身
ニ
罷
成
、
御
奉
公
難
相
勤
候
、
勿
論
忰
も
有
之
候
得
共
、
幼
年
者
殊
ニ
是
も
病

身
ニ
付
、
御
奉
公
相
続
難
成
相
見
江
候
故
貴
殿
名
跡
ニ
御
願
申
上
候
処
ニ
御
頭
様
よ
り
御
目
見
江
御
奉
公
相
続
被
仰
付
難
有
仕
合
候
、
依
之
御
奉
公
貴
殿
方

江
相
譲
申
候
、
右
祝
金
末
々
為
養
育
金
文
金
弐
拾
四
両
弐
分
不
残
慥
ニ
請
取
申
処
実
正
御
座
候
、
然
上
者
御
奉
公
ニ
付
親
類
者
不
及
申
、
我
等
共
子
々
孫
々



國
學
院
大
學
紀
要
　
第
五
十
四
巻
（
二
〇
一
六
年
）

一
六
〇

ニ
至
迄
少
も
相
構
無
御
座
候
、
随
分
御
奉
公
大
切
ニ
可
被
相
勤
仕
候
、
尤
後
々
末
々
如
何
様
之
儀
御
座
候
共
金
銀
ハ
不
及
申
、
何
ニ
而
茂
無
心
ヶ
間
敷
儀
一

切
申
間
敷
候
、
為
後
日
加
判
証
文
仍
而
如
件
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雨
間
村
当
人
諸　

伝
右
衛
門
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
村
加
判　

白
井　

仁
兵
衛
（
印
）　

　
　
　
　

延
享
三
年
寅
六
月
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

牛
沼
村　
　

中
村　

逸
八
郎
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
井
友
右
衛
門
（
印
）

　
　
　
　
　

牛
沼
村

　
　
　
　
　
　

諸
源
右
衛
門
殿

　　

馬
場
は
【
史
料
３
】
は
養
子
相
続
を
示
す
史
料
と
し
た
が
、
史
料
に
は
養
子
と
も
由
緒
と
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
筆
者
は
こ
の
史
料
を
養
子
番
代
か
由
緒
番
代

か
と
考
察
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
は
思
わ
な
い
。【
史
料
３
】
の
諸
伝
右
衛
門
と
諸
源
右
衛
門
は
同
姓
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
同
族
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た

白
井
姓
の
人
物
が
二
人
連
署
し
て
お
り
、
こ
こ
で
も
同
族
団
の
関
係
が
想
定
で
き
る
。【
史
料
３
】
に
は
経
済
的
困
窮
を
示
す
記
述
は
な
い
が
、
本
人
は
病
気
で

あ
り
、
息
子
は
幼
年
の
上
病
身
と
あ
っ
て
は
明
る
い
見
通
し
は
み
ら
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
イ
エ
に
対
し
て
同
族
団
は
千
人
同
心
職
を
引
き
受
け
て
や
り
、
金
銭

も
譲
渡
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
同
族
団
に
よ
る
相
互
扶
助
が
【
史
料
３
】
の
本
質
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
譲
渡
金
の
こ
と
が
「
祝
金
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ

と
に
注
意
し
た
い
。
こ
こ
で
は
千
人
同
心
職
の
譲
渡
が
素
直
に
寿
が
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
末
々
「
養
育
金
」
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

名
称
は
以
後
千
人
同
心
の
番
代
の
譲
渡
金
の
名
称
と
し
て
定
着
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
後
年
は
名
目
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
印
象
が
強
い
。
し
か
し
こ
の
段

階
で
は
本
当
に
同
族
の
養
育
を
意
図
す
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
次
節
で
は
そ
の
同
族
団
に
つ
い
て
さ
ら
に
考
え
て
み
た
い
。

　　
　
　
　
　

第
二
節　

同
族
団
に
よ
る
千
人
同
心
職
の
共
有
化

　

次
に
掲
げ
る
【
史
料
４
】（
表
１
⑤
）
は
先
述
し
た
通
り
表
１
収
録
の
内
で
唯
一
印
鑑
が
押
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
）
1（
（

。



八
王
子
千
人
同
心
株
売
買
の
実
態

一
六
一

　
【
史
料
４
】

　
　
　
　
　
　

譲
り
渡
申
八
王
子
千
人
同
心
御
扶
持
切
米
証
文
之
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荻
原
安
次
郎
様
御
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
人
同
心

一　

御
切
米
拾
俵
二
壱
人
扶
持　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶋
崎
仲
右
衛
門

右
我
等
儀
前
々
よ
り
八
王
子
千
人
同
心
相
勤
来
り
候
処
ニ
永
々
病
気
ニ
而
行
歩
不
自
由
ニ
罷
成　

日
光
御
火
之
番
猶
又
欠
（
駆
）走
之
御
奉
公
難
相
勤
候
、
尤
代
番

相
勤
可
申
男
子
茂
無
之
候
間
、
今
度
親
類
共
相
談
ヲ
以
其
元
一
家
之
儀
ニ
有
之
候
間
、
右
御
奉
公
譲
渡
シ
申
度
達
而
申
断
候
処
ニ
御
承
引
有
之
候
ニ
付
、
我

等
儀
□
致
安
緒
（
堵
）書
面
之
御
扶
持
切
米
相
渡
申
候
所
相
違
無
御
座
候
、
依
之
此
度
老
母
并
我
等
為
養
育
之
金
子
弐
拾
五
両
只
今
御
渡
被
下
慥
ニ
請
取
申
候
、
此

上
右
御
奉
公
ニ
付
親
類
共
者
勿
論
若
外
よ
り
相
障（
マ
マ
）指

滞
候
義
茂
有
之
候
ハ
ヽ
証
人
加
判
之
者
急
度
埒
明
可
申
候
、
少
茂
御
気
遣
無
之
御
奉
公
大
切
ニ
御
勤
可

被
成
候
、
為
後
日
譲
証
文
指
出
申
所
仍
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
扶
持
切
米
渡
シ
主

　
　

宝
暦
七
丑
年
十
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶋
崎
仲
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

従
弟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶋
崎
友
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

立
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
水
甚
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
方
与
頭
証
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

孫
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
同
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

□
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

従
弟
証
人
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學
院
大
學
紀
要
　
第
五
十
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巻
（
二
〇
一
六
年
）

一
六
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

甚
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶋
崎
斧
右
衛
門
殿

　　
【
史
料
４
】
は
下
書
か
控
の
類
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
た
め
も
あ
っ
て
か
、
他
の
史
料
に
は
な
い
実
態
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
千
人
同
心
嶋
崎
仲
右

衛
門
は
長
い
間
病
気
の
た
め
歩
行
が
不
自
由
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
日
光
火
の
番
を
勤
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
日
光
火
の
番
は
千
人
同
心
の
代
表
的
公

務
で
あ
る
。
防
火
警
備
で
あ
る
た
め
、
千
人
同
心
は
鳶
口
を
持
っ
て
激
し
い
活
動
を
要
求
さ
れ
る
。
病
弱
な
人
間
に
は
不
可
能
で
あ
る
。
日
光
火
の
番
に
は
親
類

な
ど
に
代
人
を
立
て
る
こ
と
も
確
認
で
き
る
が
）
11
（

、
こ
の
場
合
は
仲
右
衛
門
に
実
子
が
い
な
か
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
た
め
替
わ
り
に
役
を
勤
め
て
く
れ
る
人
物
が
必

要
に
な
っ
た
。
後
年
の
証
文
で
は
日
光
火
の
番
を
勤
め
ら
れ
な
い
と
抽
象
的
に
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
こ
で
は
非
常
に
具
体
的
に
記
し
て
あ
る
。
ま
た

【
史
料
４
】
で
は
歩
行
不
自
由
に
な
っ
た
仲
右
衛
門
と
そ
の
老
母
に
対
す
る
扶
助
の
色
彩
が
濃
厚
な
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
養
育
之
金
子
」
と
い
う
言

葉
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
【
史
料
４
】
に
よ
れ
ば
番
代
に
際
し
て
「
親
類
」
た
ち
が
相
談
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
で
は
親
類
の
範
囲
は
ど
こ
ま
で
な
の
で
あ
ろ
う
か
。【
史
料
４
】

に
は
「
従
弟
」
が
二
人
も
名
を
連
ね
て
い
る
。「
従
弟
」
は
親
類
を
代
表
し
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。「
親
類
」
で
も
候
補
者
が
い
な
い
場
合
は
「
一

家
」
が
対
象
に
な
る
。

　

島
崎
家
に
は
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
の
由
緒
書
が
残
さ
れ
て
い
る
）
11
（

。
そ
れ
に
よ
れ
ば
仲
右
衛
門
は
斧
右
衛
門
の
「
父
」
と
の
み
記
さ
れ
て
い
る
。
斧
右
衛
門

が
番
代
し
た
宝
暦
期
に
は
「
一
家
」
と
い
う
同
族
団
の
規
定
性
が
強
く
、
後
年
と
比
較
す
れ
ば
イ
エ
の
独
立
性
は
弱
か
っ
た
。
直
系
性
が
あ
ま
り
意
識
さ
れ
な
い

以
上
、
千
人
同
心
の
後
継
者
は
「
一
家
」
内
か
ら
選
ば
れ
る
の
で
あ
れ
ば
何
も
問
題
な
い
。
し
か
し
明
治
初
年
に
は
確
乎
と
し
た
イ
エ
意
識
が
確
立
し
て
い
る
。

直
系
に
よ
る
相
続
が
望
ま
れ
る
以
上
、
仲
右
衛
門
と
斧
右
衛
門
の
関
係
も
親
子
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
そ
れ
が
「
父
」
と
い
う
表
現
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
番
代
に
当
た
り
イ
エ
に
ば
か
り
着
目
す
る
の
は
不
当
で
あ
る
。
番
代
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
イ
エ
概
念
の
成
立
を
も
含
む
同
族
団
・

社
会
関
係
の
変
容
と
い
う
視
点
を
取
り
入
れ
な
い
と
超
歴
史
的
存
在
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
点
は
従
来
の
研
究
史
に
欠
落
し
た
点
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
同
族
団
に
つ
い
て
指
摘
し
て
お
こ
う
。
か
つ
て
民
俗
学
で
は
本
家
分
家
関
係
と
い
っ
た
抑
圧
的
な
同
族
団
研
究
が
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
近
年
で
は
福
田

ア
ジ
オ
が
「
家
々
の
形
成
過
程
が
上
下
的
な
本
家
分
家
の
関
係
を
形
成
せ
ず
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
少
な
く
な
い
」
と
記
し
て
い
る
）
11
（

。
同
族
団
は
講
中
や
組
合
・
地



八
王
子
千
人
同
心
株
売
買
の
実
態

一
六
三

親
類
な
ど
の
互
助
組
織
と
相
俟
っ
て
、
近
世
村
落
を
構
成
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
本
稿
で
も
こ
の
よ
う
な
研
究
動
向
を
受
け
て
、
同
族
団
を
抑
圧
的
な
団
体
の
み

と
は
考
え
ず
、
他
の
団
体
と
有
機
的
に
関
係
し
、
相
互
扶
助
的
な
機
能
を
持
っ
た
系
譜
的
な
同
一
性
を
有
す
る
団
体
と
規
定
す
る
。
な
お
島
崎
と
い
う
姓
に
関
し

て
は
元
来
譲
渡
し
た
者
の
姓
だ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
ま
と
め
て
み
る
と
一
八
世
紀
初
期
に
は
直
系
へ
の
相
続
を
除
く
と
養
子
番
代
と
「
無
記
載
」
の
番
代
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
又
従
弟
へ
番
代
し
て
い
る
事

例
も
確
認
さ
れ
た
。
言
葉
を
変
え
て
い
え
ば
、
又
従
弟
へ
の
番
代
は
証
文
に
は
理
由
が
記
載
さ
れ
ず
「
無
記
載
」
に
な
る
。
し
か
し
番
代
の
み
に
着
目
し
て
も
本

質
は
理
解
で
き
な
い
。
こ
の
時
期
は
イ
エ
意
識
が
確
乎
と
し
て
は
確
立
し
て
お
ら
ず
、
同
族
団
に
包
摂
さ
れ
て
い
た
。
同
族
団
に
よ
る
千
人
同
心
職
の
共
有
化
と

い
う
視
点
を
導
入
し
な
い
と
こ
の
時
期
の
千
人
同
心
番
代
を
理
解
で
き
な
い
。
し
か
し
一
七
世
紀
中
期
に
イ
エ
の
継
承
・
発
展
が
志
向
さ
れ
、
千
人
同
心
職
が
注

目
さ
れ
る
と
、
状
況
は
変
わ
っ
て
く
る
）
11
（

。

　
【
史
料
５
】

　
　
　
　
　

譲
渡
申
証
文
之
事

　
　
　
　

御
切
米
高
三
拾
三
俵
弐
人
扶
持

　
　

一
我
等
之
儀
病
身
ニ
罷
成
、
御
奉
公
難
相
成
、
其
上
実
子
茂
無
御
座
候
ニ
付
、
貴
殿
ヲ
養
子
ニ
致
、
御
奉
公
相
譲
申
度
旨
、
願
書
を
以
御
頭
様
江
奉
願
候
所

無
相
違
被
仰
付
候
、
依
之
、
御
扶
持
切
米
書
面
之
通
り
譲
渡
申
候
、
然
上
者
、
随
分
御
奉
公
大
切
ニ
可
被
相
勤
候
、
仍
我
等
母
子
為
養
□
（
育
）金
百
拾
両
慥
ニ

請
取
申
候
、
此
金
子
を
以
渡
世
致
シ
、
向
後
我
等
義
、
い
か
様
之
儀
ニ
付
不
如
意
ニ
罷
成
候
共
、
我
等
母
子
一
切
貴
殿
介
抱
ニ
罷
成
申
間
舖
候
、
若
左
様

之
儀
申
掛
候
ハ
ヽ
加
判
之
者
立
会
急
度
埒
明
、
少
茂
貴
殿
御
苦
労
ニ
懸
ヶ
申
間
敷
候
、

　
　

一
御
奉
公
ニ
付
、
拝
借
金
其
外
御
蔵
前
者
不
及
申
、
御
組
之
内
借
金
出
入
一
切
無
御
座
候
、
勿
論
日
光
御
番
中
借
用
金
、
其
外
買
懸
等
曾
而
以
無
御
座
候
、

尤
御
奉
公
ニ
付
脇
よ
り
一
切
構
無
御
座
候
、
若
出
入
ヶ
間
敷
義
申
者
御
座
候
ハ
ヽ
、
加
判
之
者
立
合
急
度
埒
明
、
貴
殿
御
苦
労
ニ
懸
申
間
敷
候
、
為
後
日

加
判
之
譲
証
文
入
置
申
候
、
仍
如
件
、

　
　
　
　

延
享
二
年
丑
閏
十
二
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

養
父　

八
木
喜
右
衛
門
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

親
類　

八
木　

丈
治
郎
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

証
人　

城
定　

平
馬　

㊞
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六
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
断　

向
坂
文
左
衛
門
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
断　

風
祭　

彦
兵
衛
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
木
孫
右
衛
門
殿

　　
【
史
料
５
】（
表
１
③
）
は
相
模
国
津
久
井
郡
上
川
尻
村
（
相
模
原
市
）
に
居
住
し
た
八
木
家
に
伝
来
し
た
史
料
で
あ
る
。「
養
子
」
と
い
う
文
言
が
確
認
さ
れ

る
。
し
か
し
そ
う
す
る
と
気
に
な
る
文
言
が
あ
る
。「
向
後
我
等
義
、
い
か
様
之
儀
ニ
付
不
如
意
ニ
罷
成
候
共
、
我
等
母
子
一
切
貴
殿
介
抱
ニ
罷
成
申
間
舖
候
」。

千
人
同
心
を
譲
っ
た
喜
右
衛
門
に
は
母
親
が
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
喜
右
衛
門
母
子
は
養
育
金
一
一
〇
両
を
受
け
取
っ
た
後
は
、
ど
の
よ
う
な
経
済
的
苦
境
に

陥
ろ
う
と
、
孫
右
衛
門
の
介
抱
に
は
な
ら
な
い
と
誓
っ
て
い
る
。
常
識
的
な
養
子
の
概
念
と
は
矛
盾
す
る
。
要
す
る
に
こ
の
段
階
で
は
養
子
相
続
は
形
骸
化
し
て

千
人
同
心
職
を
譲
渡
す
る
口
実
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
孫
右
衛
門
家
は
す
で
に
慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
に
千
人
同
心
組
頭
を
田
辺
治
郎
右
衛
門
か
ら
譲

り
受
け
て
い
た
の
で
）
11
（

、
千
人
同
心
に
就
任
す
る
権
利
を
複
数
所
持
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
）
11
（

。
後
年
の
孫
右
衛
門
家
で
は
複
数
所
持
し
た
千
人
同
心
株
を
有
効
に

使
っ
て
息
子
を
徒
に
送
り
込
ん
で
い
る
）
11
（

。
つ
ま
り
イ
エ
の
発
展
の
た
め
に
千
人
同
心
職
を
複
数
所
持
す
る
こ
と
が
志
向
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

先
述
し
た
よ
う
に
番
代
の
類
型
を
超
歴
史
的
概
念
と
し
て
実
体
化
す
る
こ
と
は
無
意
味
で
あ
る
。
一
八
世
紀
初
頭
は
イ
ッ
ケ
の
よ
う
な
同
族
団
に
千
人
同
心
職

は
共
有
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
養
子
を
と
る
か
、
又
従
弟
な
ど
の
同
族
内
の
適
格
者
へ
番
代
す
る
か
は
二
義
的
な
問
題
で
あ
る
。
大
切
な
の

は
同
族
団
に
よ
る
相
互
扶
助
行
為
の
実
践
で
あ
っ
た
。
こ
の
段
階
で
は
千
人
同
心
株
と
い
う
概
念
は
存
在
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

故
【
史
料
１
・
２
・
３
・
４
】
は
千
人
同
心
株
売
買
証
文
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
人
格
的
関
係
が
形
骸
化
し
て
く
る
と
、
番
代
は
相
互
扶
助
行
為

を
超
え
た
意
味
を
持
っ
て
く
る
。
イ
エ
の
発
展
の
た
め
に
千
人
同
心
職
を
希
求
す
る
と
い
う
志
向
で
あ
る
。【
史
料
５
】
の
段
階
で
は
千
人
同
心
株
と
い
う
概
念

は
存
在
し
て
い
る
と
い
っ
て
い
い
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
【
史
料
５
】
は
千
人
同
心
株
売
買
証
文
と
い
っ
て
も
い
い
が
、
し
か
し
株
と
い
う
用
語
は
使
用
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
段
階
で
は
形
骸
化
し
た
と
い
っ
て
も
、
千
人
同
心
の
勤
務
が
放
棄
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
勤
務
を
果
た
す
こ
と

に
よ
り
、
次
の
展
開
が
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
千
人
同
心
株
入
手
の
目
的
は
、
息
子
を
御
家
人
に
送
り
込
む
ス
テ
ッ
プ
で
あ
り
、
イ
エ
の
発
展
の
た
め
で

あ
っ
た
。
そ
の
た
め
の
手
段
と
し
て
千
人
同
心
職
が
利
用
さ
れ
て
お
り
、
経
済
的
利
潤
の
追
求
が
目
的
で
は
な
い
。
千
人
同
心
株
は
金
銭
で
売
買
さ
れ
た
が
、
そ

の
目
的
は
利
殖
で
は
な
く
、
イ
エ
へ
の
貢
献
と
い
え
よ
う
。
同
族
団
か
ら
イ
エ
が
相
対
的
に
自
立
す
る
と
、
千
人
同
心
職
は
同
族
団
だ
け
で
は
な
く
、
イ
エ
の
発
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展
の
た
め
に
利
用
さ
せ
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
こ
れ
は
同
族
団
が
無
力
化
し
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
先
述
の
福
田
の
言
葉
を
想
起
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

同
族
団
や
イ
エ
、
そ
し
て
組
合
の
よ
う
な
地
縁
的
互
助
組
織
が
縦
横
に
機
能
す
る
の
が
近
世
村
落
な
の
で
あ
る
。
一
八
世
紀
中
葉
の
千
人
同
心
株
の
成
立
は
こ
の

よ
う
な
近
世
村
落
の
成
立
と
関
連
す
る
が
、
そ
れ
は
同
族
団
等
の
人
格
的
な
結
合
の
規
定
が
払
拭
さ
れ
ず
、
千
人
同
人
の
身
分
に
内
在
的
な
有
用
性
が
見
い
だ
さ

れ
て
お
り
、「
財
」
に
は
な
っ
て
も
、
株
が
確
立
し
た
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

第
三
章　

由
緒
番
代
の
変
容

　　
　
　
　
　

第
一
節　

由
緒
番
代
の
発
生

　

本
節
で
は
由
緒
番
代
の
発
生
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
表
２
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
由
緒
書
に
お
い
て
は
由
緒
番
代
が
確
認
で
き
る
の
は
一
八
一
〇
年
代
か
ら

で
あ
る
。
そ
れ
と
呼
応
す
る
よ
う
に
そ
れ
ま
で
主
流
で
あ
っ
た
又
従
弟
へ
の
番
代
は
確
認
で
き
な
く
な
る
。
番
代
証
文
に
お
い
て
は
表
１
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に

寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
か
ら
由
緒
と
い
う
文
言
が
登
場
す
る
。
こ
れ
以
後
も
番
代
証
文
や
月
番
日
記
に
お
い
て
養
子
番
代
が
見
ら
れ
な
く
な
る
わ
け
で
は
な
い

が
、
減
少
傾
向
と
い
っ
て
い
い
で
あ
ろ
う
。
で
は
由
緒
番
代
と
養
子
と
の
関
係
を
ど
う
規
定
す
れ
ば
い
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
由
緒
番
代
は
先
述
の
馬
場
の
言

葉
の
よ
う
に
単
に
金
銭
に
よ
っ
て
千
人
同
心
株
を
売
買
す
る
も
の
と
し
て
い
い
の
で
あ
ろ
う
か
。【
史
料
６
】（
表
１
⑫
）
は
由
緒
と
い
う
言
葉
が
明
記
さ
れ
た
最

初
の
番
代
証
文
で
あ
る
）
11
（

。

　
【
史
料
６
】

　
　
　
　
　
　

譲
渡
申
御
切
米
御
扶
持
方
之
事

　
　

一
拙
者
儀
多
年
病
身
ニ
罷
成
、
御
奉
公
難
相
勤
候
ニ
付
、
貴
殿
由
緒
有
之
ニ
付
、
此
度
拙
者
跡
御
番
代
御
抱
入
奉
願
、
御
切
米
高
拾
弐
俵
ニ
壱
人
扶
持
貴
殿

江
相
譲
申
処
実
正
候
、
依
之
養
育
金
し
て
三
拾
弐
両
被
相
渡
慥
ニ
請
取
申
候
、
然
上
者
親
類
共
者
不
及
申
、
外
よ
り
構
一
切
無
御
座
候
、
尤
近
親
類
之
内

可
相
勤
者
無
御
座
候
ニ
付
、
貴
殿
相
譲
申
候
間
、
向
後
御
奉
公
大
切
可
被
相
勤
候
、
勿
論
以
後
貴
殿
江
厄
介
ニ
相
成
不
申
、
組
懸
之
借
金
等
少
茂
無
御
座

候
、
為
後
日
譲
證
文
仍
而
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
万
吉
組
同
心
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一
六
六

　
　
　
　

寛
政
六
年
寅
正
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

当
人　
　

伊
沢　

馬　

之　

助
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野
四
郎
左
衛
門
組
同
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

世
話
人　

羽
生　

藤　
　

太　

（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
万
吉
組
同
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

世
話
人　

虎
見　

市
郎
左
衛
門
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

世
話
役　

大
野　

儀　

兵　

衛
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

組
合
組
頭　

渡
辺　

作
右
衛
門　

（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
番
組
頭　

八
木
岡
岡
右
衛
門　

（
印
）

　
　
　
　
　
　
　

落　

合　

太　

吉　

殿

　　
【
史
料
６
】
が
前
章
で
分
析
し
た
証
文
と
大
き
く
異
な
る
の
は
差
出
人
の
肩
書
で
あ
る
。
先
掲
の
史
料
で
は
千
人
同
心
が
連
名
す
る
場
合
で
も
そ
の
肩
書
は

「
証
人
」
や
「
親
類
」
等
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
「
世
話
人
」「
世
話
役
」「
組
合
組
頭
」「
月
番
組
頭
」
で
あ
る
。「
世
話
人
」
に
つ
い
て
は
馬
之
助
と
太
吉
の
間

を
仲
介
し
た
人
物
と
想
定
で
き
る
。「
世
話
役
」
は
正
式
に
は
寛
政
五
年
に
成
立
し
た
組
頭
補
佐
と
い
う
べ
き
役
職
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
こ
の
役
職
は
馬
之
助

の
よ
う
な
平
同
心
の
利
益
を
守
る
役
職
で
あ
っ
た
）
11
（

。「
組
合
組
頭
」
の
組
合
は
寛
政
四
年
に
成
立
し
た
千
人
同
心
の
地
域
別
組
織
で
あ
り
、
地
域
社
会
の
な
か
で

孤
立
し
が
ち
な
千
人
同
心
の
結
束
を
保
障
す
る
場
で
あ
っ
た
）
1（
（

。「
組
合
組
頭
」
は
当
然
そ
の
よ
う
な
「
組
合
」
を
代
表
す
る
存
在
で
あ
る
。「
月
番
組
頭
」
は
千
人

同
心
た
ち
の
「
自
治
」
的
活
動
の
基
盤
で
あ
る
「
月
番
所
」
の
中
心
人
物
で
あ
る
）
11
（

。

　
「
世
話
役
」
以
下
は
寛
政
四
年
か
ら
千
人
同
心
に
対
し
て
開
始
さ
れ
た
一
連
の
改
革
に
よ
っ
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
筆
者
は
そ
の
特
徴
を
平
同
心
た
ち
の

利
益
を
体
制
的
に
保
証
す
る
こ
と
に
よ
り
千
人
頭
の
支
配
を
再
構
築
す
る
こ
と
だ
と
考
え
る
が
、
そ
う
考
え
れ
ば
「
世
話
役
」
以
下
が
連
判
し
て
い
る
こ
と
の
意
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味
が
理
解
で
き
る
。
千
人
同
心
に
と
っ
て
番
代
は
重
要
で
あ
る
。
た
と
え
実
子
に
相
続
さ
せ
る
に
し
て
も
、
親
類
以
外
に
譲
渡
す
る
に
し
て
も
、
主
導
権
は
千
人

同
心
が
掌
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
千
人
同
心
は
武
家
奉
公
人
で
あ
り
、
抱
入
は
千
人
頭
の
恣
意
に
よ
る
。
一
九
世
紀
に
は
事
実
上
の
世
襲
が
実
現
し
て
い
た

が
、
そ
れ
は
慣
習
に
過
ぎ
な
い
。
ま
し
て
由
緒
番
代
は
家
系
が
変
わ
る
番
代
で
あ
る
。
公
儀
は
親
類
へ
の
相
続
を
基
本
と
し
て
い
た
の
で
、
承
認
さ
れ
な
い
可
能

性
は
潜
在
的
に
は
存
在
す
る
。「
世
話
役
」
以
下
の
公
式
な
役
職
に
あ
る
者
が
連
判
す
る
こ
と
に
よ
り
、
由
緒
番
代
が
正
当
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
連
判

は
千
人
頭
の
干
渉
を
排
除
し
、
千
人
同
心
の
利
益
を
擁
護
す
る
目
的
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　　
　
　
　
　

第
二
節　

由
緒
番
代
の
対
象
者

　

次
に
由
緒
番
代
で
問
題
に
な
る
の
は
千
人
同
心
株
を
譲
渡
し
た
人
物
と
譲
渡
さ
れ
た
人
物
と
の
関
係
で
あ
る
。
由
緒
番
代
が
研
究
史
で
い
わ
れ
る
よ
う
に
金
銭

を
目
的
と
し
た
単
純
な
も
の
な
ら
ば
、
両
者
は
親
族
関
係
で
な
い
方
が
自
然
で
あ
る
。

　

寛
政
五
年
、
千
人
頭
か
ら
組
頭
へ
の
申
し
渡
さ
れ
た
史
料
）
11
（

を
み
る
と
、
以
下
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
平
同
心
が
番
代
を
申
請
す
る
場
合
、
対
象
が
忰
の
場

合
は
平
同
心
月
番
と
世
話
役
が
出
向
い
て
願
書
を
受
取
、
月
番
組
頭
に
渡
す
。「
身
寄
番
代
」
の
場
合
は
身
寄
の
家
を
月
番
組
頭
・
組
合
月
番
組
頭
・
平
同
心
月

番
・
世
話
役
が
対
象
者
の
家
に
出
向
き
本
人
の
操
行
や
田
畑
所
持
の
状
況
を
調
査
し
て
、
願
書
は
平
同
心
月
番
と
世
話
役
が
受
取
っ
て
月
番
組
頭
に
渡
す
。
番
代

に
は
前
節
で
登
場
し
た
役
職
の
者
が
番
代
に
当
た
っ
て
実
情
を
調
査
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
千
人
頭
の
影
響
は
な
く
、
彼
ら
の
承
認
こ
そ
が
番
代
の
成
功
に

直
結
し
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
で
は
身
寄
番
代
と
は
何
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
忰
の
場
合
よ
り
厳
し
く
吟
味
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
次
の

【
史
料
７
】（
表
１
⑬
）
を
み
て
い
た
だ
き
た
い
）
11
（

。

　
【
史
料
７
】

　
　
　
　
　
　

譲
渡
申
一
札
之
事

　
　
　

高
拾
壱
俵

　
　
　
　

壱
人
扶
持

右
者
拙
者
儀
永
々
病
気
ニ
而
御
奉
公
難
相
勤
候
附
、
実
子
無
御
座
、
其
上
近
親
類
之
内
ニ
も
可
相
願
相
応
之
者
無
御
座
、
依
之
以
由
緒
ヲ
貴
殿
江
御
番
代
相

願
申
候
、
然
ル
上
者
為
養
育
金
弐
拾
六
両
弐
分
弐
朱
不
残
慥
ニ
請
取
申
候
、
且
拙
者
身
分
ニ
如
何
様
之
儀
御
座
候
共
、
貴
殿
厄
介
ニ
相
成
申
間
舖
候
、
此
御



國
學
院
大
學
紀
要
　
第
五
十
四
巻
（
二
〇
一
六
年
）

一
六
八

奉
公
ニ
付
親
類
ハ
不
及
申
、
外
よ
り
構
無
御
座
候
、
依
之
親
類
加
判
一
札
仍
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

当
人

　
　
　
　

寛
政
八
年
辰
十
二
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
川
伊
平
次　

（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

親
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
判　

田
中
安
左
衛
門
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
安
八
殿

　　

こ
れ
に
よ
れ
ば
千
人
同
心
石
川
伊
平
次
は
実
子
は
な
く
、
近
い
親
類
に
も
千
人
同
心
に
相
応
の
者
は
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
中
村
安
八
に
由
緒
を
も
っ
て

二
六
両
二
分
二
朱
の
養
育
金
で
千
人
同
心
株
を
譲
っ
た
。
こ
の
史
料
が
由
緒
番
代
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
伊
平
次
は
自
分
の
身
に
何
が
あ
っ

て
も
貴
殿
の
厄
介
に
は
な
ら
な
い
と
養
子
番
代
証
文
に
よ
く
見
ら
れ
た
表
現
を
使
用
し
て
い
る
。
こ
の
番
代
に
当
た
っ
て
は
親
類
の
承
認
が
意
図
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
確
認
で
き
る
。
親
類
を
代
表
し
て
千
人
同
心
と
思
わ
れ
る
田
中
安
左
衛
門
が
加
判
し
て
い
る
。【
史
料
６
】
で
は
千
人
同
心
の
正
規
の
役
職
に
つ
い
て
い
る

者
が
連
印
し
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
よ
う
な
者
は
い
な
い
。
多
分
親
類
と
の
同
意
を
得
て
か
ら
、
正
規
の
役
職
者
に
連
印
し
て
も
ら
う
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
中
村
家
に
は
由
緒
書
が
残
っ
て
い
る
）
11
（

。
そ
れ
に
よ
れ
ば
伊
平
次
と
安
八
は
又
従
弟
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
例
は
他
に
も
確
認
で
き
る
。
千
人
同

心
西
村
源
七
が
井
野
倉
之
助
に
対
し
て
「
貴
殿
遠
縁
之
続
を
以
千
人
組
同
心
由
猪
（
緒
）
御
番
代
奉
願
」
に
記
述
し
て
い
る
）
11
（

。
従
弟
を
忰
に
類
す
る
者
と
考
え
れ

ば
、
身
寄
番
代
と
は
要
す
る
に
遠
類
対
象
の
番
代
の
総
称
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
身
寄
番
代
と
由
緒
番
代
は
同
じ
で
あ
る
。
以
前
か
ら
家
系
が
変
わ
る
番
代
は
存
在

し
た
が
、
特
別
な
名
称
は
与
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
一
八
世
紀
末
に
身
寄
番
代
と
い
う
名
称
が
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
由
緒
番
代
と
い
う
名
称
は
現

在
の
研
究
者
共
同
体
に
よ
っ
て
つ
け
ら
れ
た
言
葉
で
あ
る
。
由
緒
番
代
は
初
発
的
に
は
又
従
弟
へ
の
番
代
と
内
実
は
同
質
な
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
考
え
れ
ば
表
２

で
そ
れ
ま
で
主
流
だ
っ
た
又
従
弟
へ
の
番
代
が
全
く
確
認
で
き
な
く
な
る
と
、
由
緒
と
い
う
文
言
が
登
場
し
た
理
由
が
わ
か
る
。
又
従
弟
へ
の
番
代
は
続
い
て
い

た
が
、
そ
れ
は
由
緒
に
よ
る
も
の
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
表
３
に
お
い
て
直
系
へ
の
番
代
と
由
緒
番
代
し
か
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
の
も
同
じ

理
由
で
あ
ろ
う
。
由
緒
番
代
は
単
に
金
銭
を
媒
介
に
し
た
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、「
遠
類
」
が
対
象
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
ぜ
「
無
記
載
」
で
あ
っ
た
遠
類
に
対
す
る
証
文
に
「
由
緒
」
と
い
う
言
葉
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
は
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



八
王
子
千
人
同
心
株
売
買
の
実
態

一
六
九

【
史
料
７
】
に
は
「
拙
者
身
分
ニ
如
何
様
之
儀
御
座
候
共
、
貴
殿
厄
介
ニ
相
成
申
間
舖
候
」
と
あ
り
、
従
来
に
も
記
さ
れ
て
い
た
金
銭
の
追
加
要
求
を
否
定
す
る

文
言
だ
け
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
厄
介
を
か
け
な
い
と
い
う
記
載
は
、
同
じ
同
族
団
の
所
属
者
に
対
し
て
は
冷
た
す
ぎ
る
で
あ
ろ
う
。
同
族

団
の
親
密
性
は
希
薄
で
あ
る
。
こ
れ
は
養
子
番
代
と
同
じ
で
由
緒
番
代
に
お
い
て
も
、
形
骸
化
が
昂
進
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
次
節
で
は
由
緒
番
代
の

変
容
に
つ
い
て
触
れ
よ
う
。

　　
　
　
　
　

第
三
節　

由
緒
番
代
の
変
容

　
　

次
の
【
史
料
10
】（
表
１
⑱
）
は
千
人
同
心
株
と
い
う
言
葉
が
記
さ
れ
て
い
る
唯
一
の
株
売
買
証
文
で
あ
る
）
11
（

。

　
【
史
料
10
】

　
　
　
　
　
　

千
人
同
心
株
譲
渡
シ
申
證
文
之
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野
伝
之
丞
組
同
心

　
　

一　

御
切
米
高
拾
弐
俵　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
城
新
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
人
扶
持

　
　
　
　
　

此
譲
金
四
拾
両
也　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

但
シ
文
字
金
也

　　
　
　

右
者
我
等
父
高
城
新
兵
衛
儀
、
年
来
御
組
同
心
御
奉
公
相
勤
罷
在
候
処
、
及
老
衰
追
年
御
奉
公
難
相
勤
候
得
共
、
為
冥
加
御
奉
公
成
丈
ヶ
相
勤
、
弥
御
奉

公
相
勤
り
兼
候
節
者
当
人
一
同
得
心
之
上
貴
殿
江
譲
渡
シ
候
、
対
談
を
以
前
書
譲
金
四
拾
両
之
内
当
金
拾
五
両
也
致
借
用
只
今
慥
ニ
請
取
申
処
実
正
ニ
御

座
候
、
残
金
之
儀
者
貴
殿
御
目
見
之
節
御
渡
可
被
下
候
、
尤
其
節
迄
者
此
度
壱
割
五
分
之
利
分
を
以
年
々
無
滞
急
度
相
済
せ
申
候
、
若
又
滞
候
ハ
ヽ
右
残

金
御
渡
被
下
候
節
御
引
落
被
成
候
而
も
其
節
一
言
之
儀
申
間
敷
候
、
且
右
株
譲
渡
シ
之
儀
ニ
付
外
よ
り
故
障
申
も
の
一
切
無
御
座
候
、
万
一
六
ヶ
敷
義
出

来
候
ハ
者
我
等
方
ニ
而
引
請
、
貴
殿
江
聊
御
苦
難
相
懸
申
間
敷
候
、
為
念
御
組
同
心
株
譲
渡
シ
金
子
請
取
申
證
文
入
置
申
候
処
仍
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
井
村

　
　
　
　
　

天
保
五
甲
午
年
三
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
子
借
用
人　

文
左
衛
門
（
印
）



國
學
院
大
學
紀
要
　
第
五
十
四
巻
（
二
〇
一
六
年
）

一
七
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

親
類　
　
　
　

孫
重
郎　

（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

武
右
衛
門
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
柳
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

請
人　
　
　
　

八
右
衛
門
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
長
□
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

又
次
郎
殿

　　

こ
の
【
史
料
10
】
は
相
模
国
津
久
井
県
三
井
村
の
千
人
同
心
高
城
新
兵
衛
の
子
文
左
衛
門
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
譲
渡
さ
れ
た
の
は
津
久
井
県
上
長
竹
村

の
又
次
郎
で
あ
ろ
う
。
新
兵
衛
は
老
衰
の
た
め
奉
公
が
難
し
く
な
っ
た
が
、
今
す
ぐ
に
辞
め
る
ほ
ど
で
は
な
い
。
で
き
る
だ
け
勤
め
て
勤
め
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
た
ら
、
又
次
郎
に
千
人
同
心
株
を
譲
る
と
し
た
。
こ
の
よ
う
に
又
次
郎
は
将
来
千
人
同
心
を
勤
め
る
権
利
を
四
〇
両
（
前
金
一
五
両
）
で
前
以
て
購
入
し
た

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
先
物
取
引
」
に
た
と
え
ら
れ
よ
う
。
残
金
二
五
両
は
千
人
頭
に
御
目
見
す
る
時
に
、
つ
ま
り
又
次
郎
が
正
式
に
千
人
同
心
に
就
任
す
る
時

に
渡
す
。
ま
た
利
分
と
し
て
一
割
五
分
を
毎
年
文
左
衛
門
か
ら
又
次
郎
へ
送
る
。
も
し
滞
っ
た
場
合
は
後
金
を
受
け
取
る
時
に
清
算
す
る
。
な
お
こ
の
文
書
の
主

体
者
は
新
左
衛
門
で
は
な
く
、
そ
の
子
文
左
衛
門
で
あ
り
、
彼
の
肩
書
は
「
金
子
借
用
人
」
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
金
銭
授
受
を
主
目
的
と
し
た
契
約
と

い
う
性
格
し
か
読
み
取
れ
な
い
。
さ
ら
に
文
左
衛
門
が
千
人
同
心
を
番
代
し
な
い
理
由
が
全
く
不
明
で
あ
る
。
従
来
の
同
種
の
史
料
に
は
実
子
に
相
続
で
き
な
い

理
由
が
明
記
さ
れ
る
の
が
普
通
だ
っ
た
の
で
あ
る
が
。
ま
た
又
次
郎
と
新
兵
衛
の
続
柄
も
不
明
で
あ
る
。
ま
た
津
久
井
県
は
千
人
同
心
の
分
布
が
希
薄
な
と
こ
ろ

で
あ
り
、
嘉
永
七
年
（
一
八
六
四
）
時
点
で
は
三
井
村
に
は
小
野
澤
勘
次
郎
と
い
う
千
人
同
心
が
一
人
存
在
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
）
11
（

。
上
長
竹
村
に
は
千
人
同
心

は
一
人
も
存
在
し
な
い
。
こ
の
点
を
考
察
す
る
と
新
兵
衛
と
又
次
郎
の
間
に
は
親
族
関
係
は
存
在
し
な
い
可
能
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
。
や
は
り
「
株
」
と
い
う
概

念
が
成
立
し
た
た
め
、
同
族
団
の
範
囲
を
逸
脱
し
、
貨
幣
の
欲
望
に
任
せ
自
由
に
相
手
を
求
め
た
と
指
摘
で
き
る
。

　
【
史
料
10
】
か
ら
み
ら
れ
る
特
徴
は
社
会
関
係
の
更
な
る
物
象
化
で
あ
る
。
ま
ず
千
人
同
心
本
人
で
は
な
く
、
そ
の
息
子
が
契
約
主
体
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は

相
続
が
完
全
に
千
人
同
心
主
導
に
な
っ
た
こ
と
を
示
す
。
さ
ら
に
そ
れ
を
「
先
物
取
引
」
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
物
象
化
が
さ
ら
に
更
新
し
た
こ
と
を
表
し
て
い

る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
文
左
衛
門
の
肩
書
か
ら
は
株
を
元
に
金
子
を
借
用
し
た
と
し
か
思
え
な
い
。
な
お
こ
の
史
料
に
は
「
養
育
金
」
と
い
う
こ
れ
ま
で
常
套
的
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に
用
い
ら
れ
て
き
た
表
現
す
ら
現
れ
て
い
な
い
。

　

こ
こ
で
ま
と
め
て
お
こ
う
。
こ
の
時
期
の
特
徴
は
遂
に
「
株
」
と
い
う
名
称
が
現
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
も
は
や
千
人
同
心
株
そ
れ
自
体
に
は
有
用
性
は
認
め
ら

れ
な
い
。
千
人
同
心
株
で
い
か
に
経
済
的
利
潤
を
出
せ
る
か
が
追
及
さ
れ
る
。【
史
料
10
】
の
よ
う
に
ま
だ
譲
渡
し
て
い
な
い
千
人
同
心
株
に
よ
っ
て
総
額
四
〇

両
も
が
獲
得
で
き
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
全
て
の
千
人
同
心
が
そ
う
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
以
後
の
千
人
同
心
株
売
買
は
従
来
と
は
異
な
っ
た
色

彩
を
帯
び
て
い
く
。
た
と
え
ば
表
１
─
19
～
23
は
「
株
」
成
立
後
に
如
何
に
購
入
金
額
が
上
っ
た
か
が
わ
か
る
。
約
四
〇
両
が
平
均
額
だ
っ
た
の
に
六
〇
両
に
跳

ね
上
が
り
、
最
高
百
両
に
も
な
っ
て
い
る
。「
株
」
の
成
立
が
金
額
を
押
し
上
げ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
潮
流
は
幕
末
に
軍
事
調
練
が
始
ま
る

ま
で
続
い
た
が
、
本
稿
で
は
紙
数
の
関
係
で
省
略
す
る
。

　

お
わ
り
に

　　

本
稿
は
従
来
の
研
究
史
が
養
子
相
続
と
養
子
番
代
を
曖
昧
に
し
て
い
た
点
、
ほ
ぼ
一
九
世
紀
に
な
る
ま
で
千
人
同
心
株
売
買
証
文
に
は
由
緒
と
い
う
文
言
が
で

て
こ
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
由
緒
番
代
り
と
さ
れ
て
い
た
点
に
着
目
し
た
。
千
人
同
心
株
売
買
証
文
と
呼
ば
れ
る
文
書
群
を
分
析
す
る
と
、
実
は
「
株
」
と
い
う

言
葉
自
体
、
天
保
五
年
の
一
例
し
か
確
認
さ
れ
な
い
こ
と
、
そ
の
直
後
か
ら
一
八
四
〇
年
代
が
千
人
同
心
株
の
最
も
高
値
だ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
株

を
譲
渡
さ
れ
た
相
手
は
、
直
系
以
外
は
一
八
世
紀
ま
で
は
又
従
弟
が
一
般
的
で
あ
っ
た
が
、
一
八
二
〇
年
代
か
ら
は
確
認
さ
れ
な
く
な
り
、
変
わ
っ
て
由
緒
番
代

が
出
現
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

一
八
世
紀
初
期
の
千
人
同
心
職
は
、
同
族
団
の
相
互
扶
助
活
動
の
一
助
と
し
て
譲
渡
さ
れ
て
い
た
。
一
八
世
紀
中
期
に
イ
エ
が
同
族
団
か
ら
相
対
的
に
自
立
す

る
と
、
イ
エ
は
発
展
の
戦
略
と
し
て
養
子
番
代
に
よ
っ
て
千
人
同
心
株
を
複
数
所
有
す
る
よ
う
に
な
る
）
11
（

。
こ
の
時
期
を
以
て
、
千
人
同
心
株
売
買
の
制
度
的
成
立

と
し
た
い
。
千
人
同
心
株
は
「
財
」
と
し
て
有
効
に
使
用
さ
れ
始
め
た
の
で
あ
る
。
一
八
世
紀
末
、
千
人
同
心
の
利
益
が
保
護
さ
れ
る
よ
う
な
改
革
が
行
わ
れ
た

こ
と
も
あ
っ
て
、
相
続
に
お
け
る
千
人
同
心
の
主
導
性
が
一
層
強
ま
る
と
、
家
系
の
変
わ
る
又
従
弟
へ
の
番
代
を
「
身
寄
番
代
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
千
人

同
心
の
研
究
史
で
は
「
由
緒
」
と
い
う
言
葉
に
引
き
ず
ら
れ
て
、
こ
れ
を
由
緒
番
代
り
と
呼
称
し
た
の
で
あ
る
。「
身
寄
番
代
」
＝
由
緒
番
代
は
そ
の
名
が
付
け

ら
れ
始
め
た
一
八
世
紀
末
期
か
ら
一
九
世
紀
初
期
に
は
、
遠
類
へ
の
相
続
を
示
す
の
が
一
般
的
で
あ
り
、
金
銭
を
媒
介
と
し
た
利
殖
の
た
め
の
株
売
買
と
い
う
色
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彩
は
希
薄
で
あ
っ
た
。
し
か
し
千
人
同
心
株
と
い
う
文
言
が
証
文
に
確
認
さ
れ
た
一
八
三
〇
年
代
か
ら
は
、
千
人
同
心
を
実
際
に
勤
め
る
と
い
う
「
財
」
の
具
体

性
さ
え
喪
失
し
、
交
換
し
て
利
潤
を
得
る
と
い
う
性
格
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
傾
向
も
確
認
さ
れ
、
譲
渡
金
も
上
昇
し
て
い
っ
た
。
由
緒
番
代
の
特
質
が

「
単
に
金
銭
に
よ
っ
て
売
買
譲
渡
し
て
い
く
形
態
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
厳
密
に
は
こ
の
時
期
以
後
に
確
立
す
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

註（
１
）
馬
場
憲
一
「
江
戸
幕
府
御
家
人
株
売
買
の
実
態
に
つ
い
て
」（『
古
文
書
学
研
究
』
第
三
六
号
、
一
九
九
二
年
）。

（
２
）
拙
稿
「
八
王
子
千
人
同
心
に
み
る
身
分
制
社
会
の
崩
壊
」（『
国
史
学
』
第
一
六
二
号
、
一
九
九
七
年
）。
近
年
で
は
山
本
英
貴
が
千
人
同
心
を
抱
席
の
御
家
人
と
し
て
い
る
（「
八
王
子

千
人
頭
・
同
心
の
身
分
に
つ
い
て
」『
八
王
子
市
史
研
究
』
第
三
号
、
二
〇
一
三
年
）
と
し
て
い
る
。
山
本
は
「
吉
岡
氏
の
主
張
に
よ
り
、
千
人
同
心
は
現
在
、
武
士
と
農
民
の
双
方
に

身
を
置
い
た
郷
士
集
団
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
」
と
し
て
い
る
が
、
筆
者
は
千
人
同
心
は
百
姓
だ
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
全
く
の
誤
解
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
山
本
の
解
釈

に
は
問
題
が
多
い
。

（
３
）
高
木
昭
作
『
日
本
近
世
国
家
史
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
）
第
Ⅸ
章
。

（
４
）
註
（
２
）
拙
稿
。

（
５
）
小
幡
道
昭
「
商
品
」（『
哲
学
・
思
想
事
典
』、
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
）
参
照
。

（
６
）
表
１
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、『
江
戸
幕
府
千
人
同
心
関
係
資
料
調
査
報
告
』、『
城
山
町
史
』
資
料
編
近
世
、『
武
蔵
村
山
市
史
』
資
料
編
近
世
、『
八
王
子
千
人
同
心
史
』
通
史
編
、『
多

摩
市
史
』
資
料
編
２
、『
日
野
市
史
』
通
史
編
、
馬
場
註
１
論
文
、「
中
村
家
文
書
」「
網
代
家
文
書
」「
河
野
家
文
書
」「
高
尾
家
文
書
」（
以
上
あ
き
る
野
市
五
日
市
郷
土
館
蔵
）、「
小

島
家
文
書
」（
小
平
市
中
央
図
書
館
蔵
）、
高
城
治
平
氏
所
蔵
資
料
（
神
奈
川
県
立
公
文
書
館
蔵
）、「
大
棚
村
文
書
」（
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
古
文
書
室
蔵
）、「
中
島
敏
雄
家
文
書
」

（
入
間
市
博
物
館
蔵
）
を
利
用
し
た
。

（
７
）
表
２
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、『
江
戸
幕
府
千
人
同
心
関
係
資
料
調
査
報
告
』、『
日
野
宿
関
係
史
料
集
』
五
、『
城
山
町
史
』
資
料
編
近
世
、『
旧
入
山
村
の
探
訪
』、『
新
選
組
・
八
王
子
千

人
同
心
史
料
編
』、『
国
立
市
史
』
中
巻
、「
中
村
家
文
書
」（
あ
き
る
野
市
五
日
市
郷
土
館
蔵
）、「
石
井
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」（
江
戸
東
京
博
物
館
蔵
）、「
小
島
家
親
類
書
」（
自
由
民
権
資

料
館
蔵
）
を
利
用
し
た
。

（
８
）
一
例
だ
が
、
享
保
四
年
三
月
、
幕
府
は
「
元
来
一
家
ニ
而
当
時
取
か
わ
し
も
致
候
程
之
内
ニ
而
相
応
之
者
を
可
相
願
筈
」「
他
人
を
聟
養
子
ニ
い
た
し
候
ハ
同
性
之
内
養
子
ニ
可
致
相
応
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之
者
無
之
時
之
儀
ニ
候
」
と
い
う
文
言
を
含
む
法
令
を
通
達
し
て
い
る
（『
大
成
令
』（
一
）、
汲
古
書
院
、
五
二
三
～
四
頁
）。

（
９
）
尾
脇
秀
和
は
江
戸
時
代
は
「
他
人
を
「
従
弟
」
と
称
し
て
身
分
を
相
続
さ
せ
る
方
法
も
、
常
套
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
た
」「
非
血
縁
者
を
血
縁
者
だ
と
偽
る
上
で
、
従
兄
弟
ほ
ど
便
利

な
続
柄
も
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
」
と
し
た
（
尾
脇
「
従
弟
」『
鴨
東
通
信
』
第
九
三
号
、
二
〇
一
四
年
、
一
頁
）。
確
か
に
そ
の
よ
う
な
側
面
を
否
定
は
し
な
い
が
、
又
従
弟
が
全
て
非

血
縁
者
と
考
え
る
の
は
非
合
理
的
で
あ
る
。

（
10
）
磯
田
道
史
『
近
世
大
名
家
臣
団
の
社
会
構
造
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
三
年
）
一
八
五
～
六
頁
。

（
11
）『
桑
都
日
記
』
巻
之
七
下
「
延
宝
六
年
五
月
条
」（
国
立
公
文
書
館
蔵
、
請
求
番
号
一
四
〇
─
二
九
〇
）

（
12
）『
日
本
国
語
大
辞
典
』「
従
兄
弟
違
」「
又
従
兄
弟
・
又
従
姉
妹
」
の
項
。

（
13
）『
八
王
子
千
人
同
心
関
係
史
料
集
』
第
一
～
四
集
（
八
王
子
市
教
育
委
員
会
）

（
14
）『
江
戸
幕
府
千
人
同
心
関
係
資
料
調
査
報
告
』（
東
京
都
教
育
委
員
会
）
一
九
五
頁
。

（
15
）『
日
本
国
語
大
辞
典
』「
敷
金
」
の
項
。

（
16
）『
東
京
府
民
政
史
料
』（
龍
溪
書
舎
、
一
九
九
二
年
、
初
版
は
一
九
二
〇
年
）
二
二
八
～
九
頁
。

（
17
）
拙
著
『
八
王
子
千
人
同
心
』（
同
成
社
、
二
〇
〇
二
年
）
二
四
頁
。

（
18
）
註
（
13
）
と
同
じ
。

（
19
）
明
治
二
年
「
宮
岡
家
由
緒
書
」（
註
13
書
に
収
録
）。

（
20
）
註
（
13
）
書
、
一
九
六
頁
。

（
21
）
註
（
13
）
書
、
一
九
六
～
七
頁
。

（
22
）
寛
政
二
年
一
二
月
「
千
人
町
回
状
之
写
」（『
八
王
子
千
人
同
心
史
』
資
料
編
Ⅰ
、
七
一
頁
）。

（
23
）
註
（
13
）
書
、
一
四
四
頁
。

（
24
）
福
田
ア
ジ
オ
『
近
世
村
落
と
現
代
民
俗
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
）
一
二
頁
。

（
25
）『
城
山
町
史
』
２
資
料
編
近
世
、
四
三
五
頁
。

（
26
）「
由
緒
書
幷
親
類
書
控
」（『
城
山
町
史
』
２
資
料
編
近
世
、
四
三
六
頁
）

（
27
）
磯
田
に
よ
れ
ば
「
足
軽
層
で
は
一
家
族
か
ら
親
子
兄
弟
が
複
数
同
時
に
出
仕
す
る
こ
と
も
行
な
わ
れ
た
」
と
い
う
（
註
８
書
、
一
八
五
頁
）。

（
28
）
こ
の
点
は
註
（
17
）
拙
著
、
一
二
五
～
六
頁
参
照
。
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一
七
四

（
29
）「
高
尾
家
文
書
」
５
─
９
（
あ
き
る
野
市
五
日
市
郷
土
館
蔵
）

（
30
）
世
話
役
に
つ
い
て
は
、
註
（
17
）
拙
著
第
四
章
参
照
。

（
31
）
番
組
合
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
八
王
子
千
人
組
に
お
け
る
番
組
合
の
成
立
と
そ
の
意
義
」（『
國
學
院
大
學
紀
要
』
第
五
一
号
、
二
〇
一
三
年
）
参
照
。

（
32
）
月
番
所
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
八
王
子
千
人
組
に
お
け
る
月
番
所
の
成
立
と
そ
の
意
義
」（『
日
本
歴
史
』
第
七
八
三
号
、
二
〇
一
三
年
）
参
照
。

（
33
）「
組
頭
江
申
渡
」（『
八
王
子
千
人
同
心
史
』
資
料
編
Ⅰ
）
一
一
〇
頁
。

（
34
）『
東
京
都
古
文
書
集
』
第
一
三
巻　

中
村
家
（
東
京
都
教
育
委
員
会
）
一
三
〇
頁
。

（
35
）
註
（
34
）
書
、
二
〇
八
～
九
頁
。

（
36
）『
多
摩
市
史
』
資
料
編
二
近
世
（
多
摩
市
）
四
五
〇
頁
。

（
37
）「
高
木
治
平
氏
所
蔵
資
料
」
六
（
神
奈
川
県
立
公
文
書
館
蔵
）。

（
38
）『
江
戸
幕
府
千
人
同
心
史
料
』（
文
献
出
版
）
三
八
七
頁
。

（
39
）
千
人
同
心
が
複
数
の
株
を
所
有
し
、
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
、
註
（
２
）
拙
稿
参
照
（
八
四
頁
）。


